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(57)【要約】
　本開示は、ゴム系エラストマー材料と少なくとも１種類の炭化水素粘着付与剤とを含み
、炭化水素粘着付与剤は、実験セクションに記載された重量減少試験方法による熱重量測
定分析によって測定した場合、１０００ｐｐｍ未満の揮発性有機化合物（ＶＯＣ）値と１
５００ｐｐｍ未満の揮発性フォギング化合物（ＦＯＧ）値とを有する感圧性接着剤発泡体
に関する。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゴム系エラストマー材料と、少なくとも１種類の炭化水素粘着付与剤とを含み、実験セ
クションに記載された重量減少試験方法による熱重量測定分析によって測定した場合、前
記炭化水素粘着付与剤が、１０００ｐｐｍ未満の揮発性有機化合物（ＶＯＣ）値と、１５
００ｐｐｍ未満の揮発性フォギング化合物（ＦＯＧ）値とを有する、感圧性接着剤発泡体
。
【請求項２】
　実験セクションに記載された重量減少試験方法による熱重量測定分析によって測定した
場合、前記炭化水素粘着付与剤が、８００ｐｐｍ未満、６００ｐｐｍ未満、４００ｐｐｍ
未満、又は２００ｐｐｍ未満の揮発性有機化合物（ＶＯＣ）値を有する、請求項１に記載
の感圧性接着剤発泡体。
【請求項３】
　実験セクションに記載された重量減少試験方法による熱重量測定分析によって測定した
場合、前記炭化水素粘着付与剤が、１０００ｐｐｍ未満、８００ｐｐｍ未満、６００ｐｐ
ｍ未満、又は５００ｐｐｍ未満の揮発性フォギング化合物（ＦＯＧ）値を有する、請求項
１又は２に記載の感圧性接着剤発泡体。
【請求項４】
　好ましくは、ポリイソブチレン、鉱物油、エチレンプロピレンジエンモノマーゴム、液
体炭化水素樹脂、及びそれらを任意で組み合わせたもの若しくは混合したものからなる群
から選択される可塑剤を更に含む、請求項１～３のいずれか一項に記載の感圧性接着剤発
泡体。
【請求項５】
　ポリイソブチレン可塑剤の群から選択される可塑剤を更に含む、請求項１～４のいずれ
か一項に記載の感圧性接着剤発泡体。
【請求項６】
　実験セクションに記載された重量減少試験方法による熱重量測定分析によって測定した
場合、前記可塑剤、特に前記ポリイソブチレン可塑剤が、１０００ｐｐｍ未満、８００ｐ
ｐｍ未満、６００ｐｐｍ未満、４００ｐｐｍ未満、又は２００ｐｐｍ未満の揮発性有機化
合物（ＶＯＣ）値を有する、請求項４又は５に記載の感圧性接着剤発泡体。
【請求項７】
　好ましくは化学線で、より好ましくは電子線照射で架橋される、請求項１～６のいずれ
か一項に記載の感圧性接着剤発泡体。
【請求項８】
　好ましくは、微小球；膨張性微小球、好ましくはペンタン充填膨張性微小球；ガス空洞
体；ガラスビーズ；ガラス微小球；ガラスバブル；及びそれらを任意で組み合わせたもの
若しくは混合したものからなる群から選択され、より好ましくは、膨張性微小球、ガラス
バブル、及びそれらを任意で組み合わせたもの若しくは混合したものからなる群から選択
される、少なくとも１種類の充填材料を更に含む、請求項１～７のいずれか一項に記載の
感圧性接着剤発泡体。
【請求項９】
　前記ゴム系エラストマー材料が、ハロゲン化ブチルゴム、特にブロモブチルゴム及びク
ロロブチルゴム；ハロゲン化イソブチレン－イソプレンコポリマー；ブロモ－イソブチレ
ン－イソプレンコポリマー；クロロ－イソブチレン－イソプレンコポリマー；ブロックコ
ポリマー；オレフィン系ブロックコポリマー；ブチルゴム；合成ポリイソプレン；エチレ
ン－オクチレンゴム；エチレン－プロピレンゴム；エチレン－プロピレンランダムコポリ
マー；エチレン－プロピレン－ジエンモノマーゴム；ポリイソブチレン；ポリ（アルファ
－オレフィン）；エチレン－アルファ－オレフィンコポリマー；エチレン－アルファ－オ
レフィンブロックコポリマー；スチレン系ブロックコポリマー；スチレン－イソプレン－
スチレンブロックコポリマー；スチレン－ブタジエン－スチレンブロックコポリマー；ス
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チレン－エチレン／ブタジエン－スチレンブロックコポリマー；スチレン－エチレン／プ
ロピレン－スチレンブロックコポリマー；スチレン－ブタジエンランダムコポリマー；オ
レフィン系ポリマー及びコポリマー；エチレン－プロピレンランダムコポリマー；エチレ
ン－プロピレン－ジエンターポリマー；並びにそれらを任意で組み合わせたもの若しくは
混合したものからなる群から選択される、請求項１～８のいずれか一項に記載の感圧性接
着剤発泡体。
【請求項１０】
　前記ゴム系エラストマー材料が、ハロゲン化イソブチレン－イソプレンコポリマー、特
にブロモ－イソブチレン－イソプレンコポリマー及びクロロ－イソブチレン－イソプレン
コポリマー；オレフィン系ブロックコポリマー、特にエチレン－オクチレンブロックコポ
リマー及びエチレン－プロピレン－ブチレンコポリマー；並びにそれらを任意で組み合わ
せたもの若しくは混合したものからなる群から選択される、請求項１～９のいずれか一項
に記載の感圧性接着剤発泡体。
【請求項１１】
　ａ）前記感圧性接着剤発泡体の重量に基づいて２０重量％～８０重量％、３０重量％～
７０重量％、又は４０重量％～６０重量％の前記ゴム系エラストマー材料と；
　ｂ）前記感圧性接着剤発泡体の重量に基づいて５重量％～６０重量％、５重量％～５０
重量％、１０重量％～４５重量％又は１５重量％～４５重量％の前記炭化水素粘着付与剤
と；
　ｃ）前記感圧性接着剤発泡体の重量に基づいて１重量％～４０重量％、２重量％～３０
重量％、５重量％～３０重量％又は１０重量％～２５重量％の、任意に用いられる可塑剤
、特にポリイソブチレン可塑剤と；
　ｄ）好ましくは膨張性微小球及びガラスバブルの群から選択され、前記感圧性接着剤発
泡体の重量に基づいて２重量％～３０重量％、２重量％～２０重量％又は２重量％～１５
重量％の、任意に用いられる充填材料と；
　ｅ）好ましくは多官能基性（メタ）アクリレート化合物の群から選択され、前記感圧性
接着剤発泡体の重量に基づいて０．１重量％～１０重量％、０．５重量％～８重量％、１
重量％～６重量％又は２重量％～５重量％の、任意に用いられる架橋形成添加剤と、
を含む、請求項１～１０のいずれか一項に記載の感圧性接着剤発泡体。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれか一項に記載の感圧性接着剤発泡体を含む、感圧性接着剤アセ
ンブリ。
【請求項１３】
　好ましくは化学線で、より好ましくは電子線照射で架橋される、請求項１２に記載の感
圧性接着剤アセンブリ。
【請求項１４】
　請求項１～１１のいずれか一項に記載の感圧性接着剤発泡体の製造方法であって、
　ａ）ゴム系エラストマー材料と；少なくとも１種類の炭化水素粘着付与剤であって、実
験セクションに記載された重量減少試験方法による熱重量測定分析によって測定した場合
、１０００ｐｐｍ未満、８００ｐｐｍ未満、６００ｐｐｍ未満、４００ｐｐｍ未満、又は
２００ｐｐｍ未満の揮発性有機化合物（ＶＯＣ）値と、１５００ｐｐｍ未満、１０００ｐ
ｐｍ未満、８００ｐｐｍ未満、６００ｐｐｍ未満、又は５００ｐｐｍ未満の揮発性フォギ
ング化合物（ＦＯＧ）値とを有する炭化水素粘着付与剤と；場合により、可塑剤、特にポ
リイソブチレン可塑剤と；場合により、好ましくは膨張性微小球及びガラスバブルの群か
ら選択される充填材料と；場合により、好ましくは多官能基性（メタ）アクリレート化合
物の群から選択される架橋剤とを配合し；それにより、感圧性接着剤発泡体配合物を形成
するステップと、
　ｂ）好ましくは化学線で、より好ましくは電子線照射で、前記感圧性接着剤発泡体配合
物を架橋する、任意に採用されるステップと、
を含む製造方法。
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【請求項１５】
　産業用途、好ましくは内装用途、より好ましくは建設市場用途、自動車用途、又は電子
用途のための、請求項１～１３のいずれか一項に記載の感圧性接着剤発泡体又は感圧性接
着剤アセンブリの使用。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　（関連出願の相互参照）
　本願は、その全ての開示内容が参照によって本願に組み込まれる、２０１３年８月１日
に出願された欧州特許出願第１３１７８９５９．６号の利益を主張するものである。
【０００２】
　（発明の分野）
　本開示は一般に、感圧性接着剤（ＰＳＡ）発泡体の分野に関し、より具体的には、ゴム
系感圧性接着剤発泡体及びゴム系感圧性接着剤アセンブリの分野に関する。本開示はまた
、かかる感圧性接着剤発泡体及びアセンブリの製造方法及びその使用に関する。
【０００３】
（背景技術）
　接着剤は、様々なマーキング、保持、保護、封止、及び遮蔽目的のために使用されてい
る。接着テープは、一般に、裏材又は基材、及び接着剤を含む。多くの用途に特に好まれ
る１つのタイプの接着剤は、感圧性接着剤に代表されるものである。感圧性接着剤（ＰＳ
Ａ）は、以下のものを含むある特性を有することが、当業者に周知である。（１）強力か
つ恒久的粘着、（２）せいぜい指で加える程度の圧力での接着、（３）被着体への十分な
保持力、及び（４）十分な凝集強度。近年、感圧性接着剤に対する用途が著しく増加して
きているのに伴い、性能要件はより厳しくなってきている。
【０００４】
　感圧性接着剤としてよく機能することがわかっている材料は、粘着力、引き剥がし接着
力、及びせん断強度の所望のバランスをもたらすのに必要な粘弾特性を呈すように設計さ
れ、配合されたポリマーである。感圧性接着剤の調製に最も一般的に使用されるポリマー
は、様々な（メタ）アクリレート系コポリマー、天然ゴム、合成ゴム、及びシリコーンで
ある。
【０００５】
　とりわけ感圧性接着剤発泡体は、非常に多様な組み立て及び製造用途のための取付デバ
イスとして用いられ、例えば、自動車の内外装で、パネルやモールディングを装着するた
めに用いられる。そのようなさまざまな用途の中でも、粗い又は凹凸のある表面への接着
が望まれ、必要とされる。こうした状況下で、より厚みがあり、形状適合性のある感圧性
接着剤発泡体は一般に、より薄い感圧性接着剤（例えば、１２５ミクロン未満の厚さを持
つもの）を上回る性能を示す。また、多くの用途が感圧性接着剤に対して、典型的には７
０℃～９０℃の範囲である、高温下で荷重を支えることを求めるが、このような高温に対
して、高い凝集強度が求められる。
【０００６】
　感圧性接着剤に求められる性能が高まることに加えて、特に、例えば建設市場、又は自
動車若しくは電子産業におけるような、様々な種類の内装用途において揮発性有機化合物
（ＶＯＣ）削減の規制（職業衛生及び労働安全性）が益々重要になっている。既知のアク
リレート系の感圧性接着剤は典型的に、注目に値する量の低分子量の有機残留物を含有し
ているが、そうした残留物には、重合のプロセスから生じる未反応のモノマー、重合開始
剤の残留物、原材料からの汚染物、又は製造プロセス中に形成される分解物のようなもの
がある。ＶＯＣとみなされるこうした低分子量の残留物は、接着テープから拡散しうるが
、潜在的に有害なものであり得る。
【０００７】
　感圧性接着剤の製造プロセスにおいて有機溶媒の使用を減らすことは、全体的なＶＯＣ
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レベルを下げるための単刀直入な手段の１つとして、急速に取り上げられるようになって
きている。国際特許出願公開第ＷＯ　０１／４４４００号（Ｙａｎｇ）に記載されている
ような、有機汚染物質に対して特定の不純物除去剤を使用することは、ＶＯＣのレベル低
下を実現するための他の代替的方法である。しかしながら、従来技術から既知の、全体的
ＶＯＣレベルを減らすための解決方法は、製造プロセスを複雑化させたり生産コストを上
昇させたりすることと結びついてしまうことも少なくない。
【０００８】
　当該分野において既知の感圧性接着剤に関連した技術的利点に異論を唱えることはなく
とも、それでもなお、安定的で費用対効果の高い感圧性接着剤発泡体であって、全体的Ｖ
ＯＣレベルを低下させる一方で、特に、剥離力及びせん断抵抗に関して接着特性に優れ、
多用途の接着特性を提供し得る感圧性接着剤発泡体への需要が存在する。本開示の感圧性
接着剤（ＰＳＡ）発泡体、アセンブリ、及び方法の他の利点は、以下の説明から明らかと
なるであろう。
【０００９】
（概要）
　１つの態様においては、本開示は、ゴム系エラストマー材料と少なくとも１種類の炭化
水素粘着付与剤とを含み、炭化水素粘着付与剤は、実験セクションに記載された重量減少
試験方法による熱重量測定分析によって測定した場合、１０００ｐｐｍ未満の揮発性有機
化合物（ＶＯＣ）値と１５００ｐｐｍ未満の揮発性フォギング化合物（ＦＯＧ）値とを有
する感圧性接着剤発泡体に関する。
【００１０】
　他の態様において、本開示は、上述のような感圧性接着剤発泡体の製造方法を対象とし
、その方法は、
　ａ）ゴム系エラストマー材料と；少なくとも１種類の炭化水素粘着付与剤であって、実
験セクションに記載された重量減少試験方法による熱重量測定分析によって測定した場合
、１０００ｐｐｍ未満、８００ｐｐｍ未満、６００ｐｐｍ未満、４００ｐｐｍ未満、又は
２００ｐｐｍ未満の揮発性有機化合物（ＶＯＣ）値と、１５００ｐｐｍ未満、１０００ｐ
ｐｍ未満、８００ｐｐｍ未満、６００ｐｐｍ未満、又は５００ｐｐｍ未満の揮発性フォギ
ング化合物（ＦＯＧ）値とを有する炭化水素粘着付与剤と；場合により、可塑剤、特にポ
リイソブチレン可塑剤と；場合により、好ましくは膨張性微小球及びガラスバブルの群か
ら選択される充填材料と；場合により、好ましくは多官能基性（メタ）アクリレート化合
物の群から選択される架橋剤とを配合し；それにより、感圧性接着剤発泡体配合物を形成
するステップと、
　ｂ）好ましくは化学線で、より好ましくは電子線照射で、感圧性接着剤発泡体配合物を
架橋する、任意に採用されるステップと、を含む。
【００１１】
　更に他の態様によれば、本開示は、上述のような感圧性接着剤発泡体の産業用途、特に
内装用途、更には特に建設市場用途、自動車用途、又は電子用途のための使用に関する。
【００１２】
（詳細な説明）
　第１の態様によれば、本開示は、本開示は、ゴム系エラストマー材料と少なくとも１種
類の炭化水素粘着付与剤とを含み、炭化水素粘着付与剤は、実験セクションに記載された
重量減少試験方法による熱重量測定分析によって測定した場合、１０００ｐｐｍ未満の揮
発性有機化合物（ＶＯＣ）値と１５００ｐｐｍ未満の揮発性フォギング化合物（ＦＯＧ）
値とを有する感圧性接着剤発泡体に関する。
【００１３】
　本開示の文脈においては、ゴム系エラストマー材料と少なくとも１種類の炭化水素粘着
付与剤とを含み、炭化水素粘着付与剤は、実験セクションに記載された重量減少試験方法
による熱重量測定分析によって測定した場合、１０００ｐｐｍ未満の揮発性有機化合物（
ＶＯＣ）値と１５００ｐｐｍ未満の揮発性フォギング化合物（ＦＯＧ）値とを有する感圧
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性接着剤発泡体が、全体的なＶＯＣレベルを低下させることに関して優れた特性及び性能
を提供するということが驚くべきことに判明した。
【００１４】
　本開示による感圧性接着剤発泡体は、実験セクションに記載された重量減少試験方法に
よる熱重量測定分析によって測定した場合、低いＶＯＣレベル、典型的には２０００ｐｐ
ｍ未満の低いＶＯＣレベルを提供することによって特徴づけられる。また、本明細書に記
載されるような感圧性接着剤発泡体は、特に様々な一般的な基材上での剥離力と静的せん
断抵抗とについて、接着特性と凝集特性との優れた全体的バランスを提供する。いくつか
の態様においては、本開示による感圧性接着剤発泡体は、全体的なフォギングレベルを低
下させることに関して、優れた特性と性能とを更に提供することによって特徴づけられる
。低いフォギング特性は、典型的には、放出された気体成分の縮合に対する抵抗が改善さ
れること、及び対応する感圧性接着剤発泡体の熱的安定性が改善されることに形を変える
ことになる。
【００１５】
　そのため、本開示による感圧性接着剤発泡体は、（産業用の）内装用途に特に好適であ
り、特に建設市場用途、自動車用途、又は電子用途により好適である。自動車用途の文脈
においては、本明細書に記載されるような感圧性接着剤発泡体は、例えば、自動車の車体
のサイドモールディング、目張り、又はバックミラーを接着するために、格別の用途を見
出し得るものである。本開示による感圧性接着剤発泡体は、有利な低いフォギング特性を
有して提供され、そのような特性は、特に電子用途に好適である。
【００１６】
　本開示の文脈では、「発泡体」という用語は、ポリマーに基づく材料を指すように意図
され、その材料は、空隙を、典型的には、少なくとも５容積％、典型的には１０容積％～
５５容積％、又は１０容積％～４５容積％の量で含む。空隙は、気体によって形成された
気泡などの既知の方法のうちのいずれかによって得ることができる。あるいは、空隙は、
中空ポリマー粒子、中空ガラス微小球、又は中空セラミック微小球などの中空充填剤の組
み込みから得られてもよい。
【００１７】
　本開示の文脈においては、「ゴム系エラストマー材料」という表現は、任意の非アクリ
ル系エラストマー材料を指すように意図されている。そのような材料に含まれるのは、天
然ゴム及び合成ゴムである。
【００１８】
　一般に知られている任意のゴム系エラストマー材料も、本開示の文脈において使用され
得る。本明細書における使用に好適なゴム系エラストマー材料は、本開示を踏まえて、当
業者によって容易に特定され得る。
【００１９】
　本明細書において用いるためのゴム系エラストマー材料の非制限的例には、天然ゴム、
合成ゴム、熱可塑性エラストマー材料、非熱可塑性エラストマー材料、熱可塑性炭化水素
エラストマー材料、非熱可塑性炭化水素エラストマー材料、及びそれらを任意で組み合わ
せたもの若しくは混合したものが含まれる。
【００２０】
　ある特定の態様によれば、本明細書において用いるためのゴム系エラストマー材料は、
ハロゲン化ブチルゴム、特にブロモブチルゴム及びクロロブチルゴム；ハロゲン化イソブ
チレン－イソプレンコポリマー；ブロモ－イソブチレン－イソプレンコポリマー；クロロ
－イソブチレン－イソプレンコポリマー；ブロックコポリマー；オレフィン系ブロックコ
ポリマー；ブチルゴム；合成ポリイソプレン；エチレン－オクチレンゴム；エチレン－プ
ロピレンゴム；エチレン－プロピレンランダムコポリマー；エチレン－プロピレン－ジエ
ンモノマーゴム；ポリイソブチレン；ポリ（アルファ－オレフィン）；エチレン－アルフ
ァ－オレフィンコポリマー；エチレン－アルファ－オレフィンブロックコポリマー；スチ
レン系ブロックコポリマー；スチレン－イソプレン－スチレンブロックコポリマー；スチ
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レン－ブタジエン－スチレンブロックコポリマー；スチレン－エチレン／ブタジエン－ス
チレンブロックコポリマー；スチレン－エチレン／プロピレン－スチレンブロックコポリ
マー；スチレン－ブタジエンランダムコポリマー；オレフィン系ポリマー及びコポリマー
；エチレン－プロピレンランダムコポリマー；エチレン－プロピレン－ジエンターポリマ
ー；並びにそれらを任意で組み合わせたもの若しくは混合したものからなる群から選択さ
れる。
【００２１】
　本開示の感圧性接着剤発泡体の好ましい態様によれば、本明細書において用いるための
ゴム系エラストマー材料は、ハロゲン化イソブチレン－イソプレンコポリマー、特にブロ
モ－イソブチレン－イソプレンコポリマー及びクロロ－イソブチレン－イソプレンコポリ
マー；オレフィン系ブロックコポリマー、特にエチレン－オクチレンブロックコポリマー
及びエチレン－プロピレン－ブチレンコポリマー；スチレン－イソプレン－スチレンブロ
ックコポリマー；スチレン－ブタジエン－スチレンブロックコポリマー、並びにそれらを
任意で組み合わせたもの若しくは混合したものからなる群から選択される。
【００２２】
　更に他の好ましい態様によれば、本明細書において用いるためのゴム系エラストマー材
料は、ハロゲン化イソブチレン－イソプレンコポリマー、特にブロモ－イソブチレン－イ
ソプレンコポリマー及びクロロ－イソブチレン－イソプレンコポリマー；オレフィン系ブ
ロックコポリマー、特にエチレン－オクチレンブロックコポリマー及びエチレン－プロピ
レン－ブチレンコポリマー；並びにそれらを任意で組み合わせたもの若しくは混合したも
のからなる群から選択される。
【００２３】
　本開示の感圧性接着剤発泡体は、少なくとも１種類の炭化水素粘着付与剤を更に含み、
その炭化水素粘着付与剤は、実験セクションに記載された重量減少試験方法による熱重量
測定分析によって測定した場合、１０００ｐｐｍ未満の揮発性有機化合物（ＶＯＣ）値を
有する。
【００２４】
　典型的には、従来の感圧性接着材発泡体組成物に含まれる任意の炭化水素粘着付与剤を
、上に詳しく述べたＶＯＣレベル要件を満たす限りにおいて、本開示の文脈において用い
てよい。有用な炭化水素粘着剤は、典型的には、重合性材料と相溶性であるように選択さ
れる。本明細書における使用に好適な炭化水素粘着剤は、本開示を踏まえて、当業者によ
って容易に特定され得る。
【００２５】
　個体又は液体の炭化水素粘着付与剤が添加されてよいが、固体の炭化水素粘着付与剤が
好ましい。固体粘着付与剤は、一般に、１０，０００ｇ／モル以下の数平均分子量（Ｍｗ
）、及び約７０℃超の軟化点を有する。液体粘着付与剤は、約０℃～約１２０℃の軟化点
を有する粘着性物質である。
【００２６】
　適切な粘着付与樹脂としては、ポリテルペン（例えば、αピネン系樹脂、βピネン系樹
脂、及びリモネン系樹脂）及び芳香族修飾ポリテルペン樹脂（例えば、フェノール修飾ポ
リテルペン樹脂）などのテルペン樹脂；クマロン－インデン樹脂；並びにＣ５系炭化水素
樹脂、Ｃ９系炭化水素樹脂、Ｃ５／Ｃ９系炭化水素樹脂、及びジシクロペンタジエン系樹
脂などの石油系炭化水素樹脂が含まれ得る。添加される場合、これらの粘着付与樹脂は、
特定の感圧性接着剤組成物へのそれらの色の寄与を低下させるために、水素添加すること
ができる。好みにより、様々な粘着付与剤の組み合わせを用いることが可能であるが、そ
れらはすべて、上に詳細に述べたＶＯＣレベルの要件を満たしていなければならない。
【００２７】
　炭化水素樹脂である粘着付与剤は、様々な石油系原材料から調製することができる。こ
れらの原料は、脂肪族炭化水素（主に、トランス－１，３－ペンタジエン、シス－１，３
－ペンタジエン、２－メチル－２－ブテン、ジシクロペンタジエン、シクロペンタジエン
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、及びシクロペンテンの混合物等の、いくつかの他のモノマーの存在を伴うＣ５モノマー
）、芳香族炭化水素（主に、ビニルトルエン、ジシクロペンタジエン、インデン、メチル
スチレン、スチレン、及びメチルインデンの混合物等の、いくつかの他のモノマーの存在
を伴うＣ９モノマー）、又はこれらの混合物であり得る。Ｃ５モノマーに由来する粘着付
与剤は、Ｃ５系炭化水素樹脂と呼ばれる一方で、Ｃ９モノマーに由来するものは、Ｃ９系
炭化水素樹脂と呼ばれる。いくつかの粘着付与剤は、Ｃ５モノマーとＣ９モノマーとの混
合物に由来するか、又はＣ５系炭化水素粘着付与剤とＣ９系炭化水素粘着付与剤のブレン
ドである。これらの粘着付与剤は、Ｃ５／Ｃ９系炭化水素粘着付与剤と呼ぶことができる
。これらの樹脂のうちのいずれかは、それらの色、熱安定性、又はプロセス適合性を向上
させるために部分的に又は完全に水素添加することができる。
【００２８】
　Ｃ５系炭化水素樹脂は、Ｅａｓｔｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ社から商品名ＰＩＣＣＯＴ
ＡＣ及びＥＡＳＴＯＴＡＣで、Ｃｒａｙ　Ｖａｌｌｅｙ社から商品名ＷＩＮＧＴＡＣＫで
、Ｎｅｖｉｌｌｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ社から商品名ＮＥＶＴＡＣ　ＬＸで、及びＫｏｌｏ
ｎ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ社から商品名ＨＩＫＯＲＥＺで市販されている。Ｃ５系炭化水
素樹脂は、Ｅａｓｔｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ社から様々な程度の水素添加で商品名ＥＡ
ＳＴＯＴＡＣＫで市販されている。
【００２９】
　Ｃ９系炭化水素樹脂は、Ｅａｓｔｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ社から商品名ＰＩＣＣＯ、
ＫＲＩＳＴＬＥＸ、ＰＬＡＳＴＯＬＹＮ、及びＰＩＣＣＯＴＡＣ、及びＥＮＤＥＸで、Ｃ
ｒａｙ　Ｖａｌｌｅｙ社から商品名ＮＯＲＳＯＬＥＮＥで、Ｒｕｅｔｇｅｒｓ　Ｎ．Ｖ．
社から商品名ＮＯＶＡＲＥＺで、並びにＫｏｌｏｎ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ社から商品名
ＨＩＫＯＴＡＣで市販されている。これらの樹脂は、部分的な又は完全な水素添加とする
ことができる。水素添加の前に、Ｃ９系炭化水素樹脂はしばしば、プロトン核磁気共鳴に
よって測定して、その約４０パーセントが芳香族である。水素添加Ｃ９系炭化水素樹脂は
、例えば、Ｅａｓｔｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ社から商品名ＲＥＧＡＬＩＴＥ及びＲＥＧ
ＡＬＲＥＺで市販されており、これらは５０～１００パーセント（例えば、５０パーセン
ト、７０パーセント、９０パーセント、及び１００パーセント）水素添加されている。部
分的な水素添加樹脂は、典型的には、いくつかの芳香環を有する。
【００３０】
　様々なＣ５／Ｃ９系炭化水素粘着付与剤は、Ａｒａｋａｗａ社から商品名ＡＲＫＯＮで
、Ｚｅｏｎ社から商品名ＱＵＩＮＴＯＮＥで、Ｅｘｘｏｎ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｈｅｍｉｃ
ａｌ社から商品名ＥＳＣＯＲＥＺで、並びにＮｅｗｐｏｒｔ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ社か
ら商品名ＮＵＲＥＳ及びＨ－ＲＥＺ（Ｎｅｗｐｏｒｔ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ）で市販さ
れている。本開示の文脈においては、本明細書において用いるために好適な炭化水素粘着
付与剤は、Ｅｘｘｏｎ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ社から商品名ＥＳＣＯＲＥＺで
市販されている上のＣ５／Ｃ９系炭化水素粘着付与剤から有利に選択され得る。
【００３１】
　本開示の感圧性接着剤発泡体の好ましい態様によれば、本明細書において用いるための
炭化水素粘着付与剤は、脂肪族の炭化水素樹脂、環式脂肪族の炭化水素樹脂、芳香族修飾
脂肪族及び環式脂肪族樹脂、芳香族樹脂、水素添加炭化水素樹脂、テルペン及び修飾テル
ペン樹脂、テルペン－フェノール樹脂、ロジンエステル、並びにそれらを任意で組み合わ
せたもの若しくは混合したものからなる群から選択される。
【００３２】
　本開示の感圧性接着剤発泡体の有利な態様においては、粘着付与樹脂は、Ｃ５系炭化水
素樹脂、Ｃ９系炭化水素樹脂、Ｃ５／Ｃ９系炭化水素樹脂、及びこれらを任意で組み合わ
せたもの若しくは混合したものからなる群から選択される。別の有利な態様においては、
粘着付与樹脂は、水素添加テルペン樹脂、水素添加ロジン樹脂、水素添加Ｃ５系炭化水素
樹脂、水素添加Ｃ９系炭化水素樹脂、水素添加Ｃ５／Ｃ９系炭化水素樹脂、及びこれらを
任意で組み合わせたもの若しくは混合したものからなる群から選択される。
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【００３３】
　本開示の感圧性接着剤発泡体の他の有利な態様においては、炭化水素粘着付与剤が、室
温で液体の炭化水素粘着付与剤と、室温で固体の炭化水素粘着付与剤との混合物を含む。
【００３４】
　上記の炭化水素粘着付与剤のうちの任意のものが、例えば、感圧性接着剤発泡体の重量
に基づいて最大６０重量％の量で用いることができる。いくつかの態様においては、粘着
付与剤は、感圧性接着剤発泡体の重量に基づいて最大５５重量％、最大５０重量％、又は
最大５５重量％の量で用いることができる。粘着付与剤の量は、例えば、感圧性接着剤発
泡体の重量に基づいて５重量％～６０重量％、５重量％～５０重量％、１０重量％～４５
重量％、又は１５重量％～４５重量％の範囲とすることができる。
【００３５】
　有利な態様によれば、本開示による感圧性接着剤発泡体は、場合により追加される成分
として、可塑剤を更に含んでいてよい。任意の可塑剤、典型的には従来の感圧性接着剤発
泡体組成物内で既知の可塑剤が、本開示の文脈において用いられ得る。
【００３６】
　有用な可塑剤は、典型的には、重合性材料及び場合により追加される添加剤などの組成
物中のその他の成分と混和性を有するように選択される。本明細書における使用に好適な
可塑剤は、本開示を踏まえて、当業者によって容易に特定され得る。本明細書において用
いることができる可塑剤の典型的な例は、ポリイソブチレン、鉱物油、エチレンプロピレ
ンジエンモノマーゴム、液体炭化水素樹脂、様々なポリアルキレンオキシド（例えば、ポ
リエチレンオキシド又はプロピレンオキシド）、アジピン酸エステル、ギ酸エステル、リ
ン酸エステル、安息香酸エステル、フタル酸エステル、スルホンアミド、ナフテン系のオ
イル、並びにそれらを任意で組み合わせたもの若しくは混合したものからなる群から選択
される可塑剤を含むが、それらに限定されない。
【００３７】
　本開示による感圧性接着剤発泡体のある特定の態様によれば、可塑剤は、ポリイソブチ
レン、鉱物油、エチレンプロピレンジエンモノマーゴム、液体炭化水素樹脂、及びそれら
を任意で組み合わせたもの若しくは混合したものからなる群から選択される。本開示の好
ましい態様においては、本明細書において用いるための可塑剤は、ポリイソブチレン可塑
剤の群から選択される。
【００３８】
　有利なことに、本明細書において用いるための可塑剤、特にポリイソブチレン可塑剤は
、実験セクションに記載された重量減少試験方法による熱重量測定分析によって測定され
た場合、１０００ｐｐｍ未満、８００ｐｐｍ未満、６００ｐｐｍ未満、４００ｐｐｍ未満
、又は２００ｐｐｍ未満の揮発性有機化合物（ＶＯＣ）値を有する。
【００３９】
　更に有利なことに、本明細書において用いるための可塑剤、特にポリイソブチレン可塑
剤は、実験セクションに記載された重量減少試験方法による熱重量測定分析によって測定
した場合、２５００ｐｐｍ未満、２０００ｐｐｍ未満、１５００ｐｐｍ未満、１０００ｐ
ｐｍ未満、８００ｐｐｍ未満、６００ｐｐｍ未満、又は５００ｐｐｍ未満の揮発性フォギ
ング化合物（ＦＯＧ）値を有する。
【００４０】
　また更に有利なことに、本明細書において用いるための可塑剤、特にポリイソブチレン
可塑剤は、実験セクションに記載されたオーブン気体放出試験法による重量減少分析によ
って測定した場合、１重量％未満、０．８重量％未満、０．６重量％未満、０．５重量％
未満、０．４重量％未満、０．３重量％未満、０．２重量％未満、又は０．１重量％未満
の気体放出値を有する。
【００４１】
　本開示の文脈においては、本明細書において用いるための好適な可塑剤、特にポリイソ
ブチレン可塑剤は、ＢＡＳＦ社よりＯＰＰＡＮＯＬの商品名で市販されているものの中か
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ら有利に選択され得る。
【００４２】
　可塑剤、特にポリイソブチレン可塑剤が存在する場合には、感圧性接着剤発泡体の重量
に基づいて、例えば最大４０重量％の量で用いられ得る。一部の態様においては、ポリイ
ソブチレン可塑剤は、感圧性接着剤発泡体の重量に基づいて、最大で３５重量％、最大で
３０重量％、最大で２５重量％の量で用いられ得る。ポリイソブチレン可塑剤の量は、感
圧性接着剤発泡体の重量に基づいて、例えば１重量％～４０重量％、２重量％～３０重量
％、又は５重量％～３０重量％、又は１０重量％～２５重量％の範囲であり得る。
【００４３】
　本開示の感圧性接着剤発泡体は、場合により追加される成分として、架橋形成添加剤（
架橋剤とも呼ぶ）を更に含み得る。架橋剤は、重合性材料の凝集力及び引張強度を増加さ
せるために用いられ得る。本明細書において用いるために好適な架橋形成添加剤は、多数
の（メタ）アクリロイル基を有し得る。
【００４４】
　多数の（メタ）アクリロイル基を含む架橋剤は、ジ（メタ）アクリレート、トリ（メタ
）アクリレート、テトラ（メタ）アクリレート、ペンタ（メタ）アクリレート、及び同様
のものとすることができる。例えば、（メタ）アクリル酸を多価アルコール（即ち、少な
くとも２つのヒドロキシル基を有するアルコール）と反応させることにより、これらの架
橋剤を形成してよい。多価アルコールは、多くの場合、２つ、３つ、４つ、又は５つのヒ
ドロキシル基を有する。架橋剤の混合物もまた使用され得る。
【００４５】
　多くの態様では、架橋剤は、少なくとも２つの（メタ）アクリロイル基を含有する。２
つのアクリロイル基を持つ架橋剤の例としては、１，２－エタンジオールジアクリレート
、１，３－プロパンジオールジアクリレート、１，９－ノナンジオールジアクリレート、
１，１２－ドデカンジオールジアクリレート、１，４－ブタンジオールジアクリレート、
１，６－ヘキサンジオールジアクリレート、ブチレングリコールジアクリレート、ビスフ
ェノールＡジアクリレート、ジエチレングリコールジアクリレート、トリエチレングリコ
ールジアクリレート、テトラエチレングリコールジアクリレート、トリプロピレングリコ
ールジアクリレート、ポリエチレングリコールジアクリレート、ポリプロピレングリコー
ルジアクリレート、ポリエチレン／ポリプロピレンコポリマージアクリレート、ポリブタ
ジエンジ（メタ）アクリレート、プロポキシル化グリセリントリ（メタ）アクリレート、
及びネオペンチルグリコールヒドロキシピバレートジアクリレート変性カプロラクトンが
挙げられるが、これらに限定されない。
【００４６】
　３つ又は４つの（メタ）アクリロイル基を有する例示的な架橋剤としては、トリメチロ
ールプロパントリアクリレート（例えば、Ｃｙｔｅｃ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ社（ジョー
ジア州、Ｓｍｙｒｎａ）から商品名ＴＭＰＴＡ－Ｎで、及びＳａｒｔｏｍｅｒ社（ペンシ
ルバニア州、Ｅｘｔｏｎ）から商品名ＳＲ－３５１で市販されている）、トリメチロール
プロパントリメタアクリレート（例えば、Ｓａｒｔｏｍｅｒ社（ペンシルバニア州、Ｅｘ
ｔｏｎ）から商品名ＳＲ－３５０で市販されている）、ペンタエリスリトールトリアクリ
レート（例えば、Ｓａｒｔｏｍｅｒ社から商品名ＳＲ－４４４で市販されている）、トリ
ス（２－ヒドロキシエチルイソシアヌレート）トリアクリレート（例えば、Ｓａｒｔｏｍ
ｅｒ社から商品名ＳＲ－３６８で市販されている）、ペンタエリスリトールトリアクリレ
ートとペンタエリスリトールテトラアクリレートとの混合物（例えば、Ｃｙｔｅｃ　Ｉｎ
ｄｕｓｔｒｉｅｓ社から、商品名ＰＥＴＩＡで（約１：１の比率でテトラアクリレート対
トリアクリレートを有する）、及び商品名ＰＥＴＡ－Ｋで（３：１の比率でテトラアクリ
レート対トリアクリレートを有する）市販されている）、ペンタエリスリトールテトラア
クリレート（例えば、Ｓａｒｔｏｍｅｒ社から商品名ＳＲ－２９５で市販されている）、
ジ－トリメチロールプロパンテトラアクリレート（例えば、Ｓａｒｔｏｍｅｒ社から商品
名ＳＲ－３５５で市販されている）、並びにエトキシル化ペンタエリスリトールテトラア
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クリレート（例えば、Ｓａｒｔｏｍｅｒ社から商品名ＳＲ－４９４で市販されている）が
挙げられるが、これらに限定されない。５つの（メタ）アクリロイル基を有する架橋剤の
例としては、ジペンタエリスリトールペンタアクリレート（例えば、Ｓａｒｔｏｍｅｒ社
から商品名ＳＲ－３９９で市販されている）が挙げられるが、これらに限定されない。
【００４７】
　いくつかの態様では、架橋剤は、少なくとも２つの（メタ）アクリロイル基を含むポリ
マー材料である。例えば、架橋剤は、少なくとも２つのアクリロイル基を有するポリ（ア
ルキレンオキシド）（例えば、Ｓａｒｔｏｍｅｒ社からＳＲ２１０、ＳＲ２５２、及びＳ
Ｒ６０３などで市販されているポリエチレングリコールジアクリレート）、又は少なくと
も２つの（メタ）アクリロイル基を有するポリ（ウレタン）（例えば、Ｓａｒｔｏｍｅｒ
社から市販のＣＮ９０１８などのポリウレタンジアクリレート）であってよい。架橋剤の
分子量が大きくなると、生じるアクリルコポリマーは、破断前により高い伸びを有する傾
向がある。高分子架橋剤は、非高分子の架橋剤と比較して、より多い重量パーセント量で
用いられる傾向がある。
【００４８】
　架橋形成の他の方法においては、光架橋剤（例えば、ＵＶ光架橋剤）が添加される。こ
れらの光架橋剤は、エラストマー材料を形成するために使用される種々のモノマーと共重
合性であってもよく（例えば、共重合可能なベンゾフェノン）、又は重合後に添加されて
もよい。重合後に添加される好適な光架橋剤としては、例えば、多官能基性ベンゾフェノ
ン、トリアジン（３Ｍ社（ミネソタ州、Ｓａｉｎｔ　Ｐａｕｌ）製の、２，４，－ビス（
トリクロロメチル）－６－（４－メトキシフェニル）－トリアジンであるＸＬ－３３０等
）、アセトフェノン等が挙げられる。
【００４９】
　架橋の更に他の方法では、熱架橋剤が、所望により好適な促進剤及び遅延剤と組み合わ
せて使用されてもよい。本明細書における使用に好適な熱架橋剤としては、イソシアネー
ト、より具体的には、三量化イソシアネート及び／若しくは遮断剤を含まない立体障害型
イソシアネート、又はエポキシド－アミン架橋剤システム等の他のエポキシド化合物が挙
げられるが、これらに限定されない。有利な架橋剤系及び方法は、例えば、ドイツ特許第
２０２００９０１３２５５　Ｕ１号、欧州特許第２　３０５　３８９　Ａ１号、同第２　
４１４　１４３　Ａ１号、同第２　１９２　１４８　Ａ１号、同第２　１８６　８６９号
、同第０　７５２　４３５　Ａ１号、同第１　８０２　７２２　Ａ１号、同第１　７９１
　９２１　Ａ１号、同第１　７９１　９２２　Ａ１号、同第１　９７８　０６９　Ａ１号
、及びドイツ特許第１０　２００８　０５９　０５０　Ａ１号の記載に説明されており、
その関連内容は、参照により本明細書に組み込まれる。特に有利な架橋剤系及び方法が、
欧州特許第０　７５２　４３５　Ａ１号、及び同　１　９７８　０６９　Ａ１号に記載さ
れている。本明細書における使用に好適な促進剤及び遅延剤システムは、例えば、米国特
許出願公開第２０１１／０２８１９６４　Ａ１号の記載に説明されており、その関連内容
は参照により本明細書に明示的に組み込まれる。本明細書での使用に好適な熱架橋剤とし
ては、エポキシシクロヘキシル誘導体、具体的にはエポキシシクロヘキシルカルボキシレ
ート誘導体が挙げられ、特に（３，４－エポキシシクロヘキサン）メチル３，４－エポキ
シシクロヘキシルカルボキシレートが好ましく、Ｃｙｔｅｃ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ社か
ら商品名ＵＶＡＣＵＲＥ　１５００で市販されている。ある特定の態様によれば、本明細
書において用いるためのゴム系エラストマー材料は、エポキシド基と架橋可能な（コ）ポ
リマー又はコポリマーを含み得る。それに対応して、使用されたモノマー又はコモノマー
の少なくとも一部は、有利に、エポキシド基と架橋可能な官能モノマーであり得る。酸基
（とりわけ、カルボン酸基、スルホン酸基、又はホスホン酸基）、及び／又はヒドロキシ
ル基、及び／又は酸無水物基、及び／又はエポキシド基、及び／又はアミン基を有するモ
ノマー、特に、カルボン酸基を含むモノマーが好適に用いられ得る。
【００５０】
　架橋形成添加剤がもし存在する場合には、感圧性接着剤発泡体の重量に基づいて、例え
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ば最大で４０重量％ｍの量で用いられ得る。一部の態様においては、架橋形成添加剤は、
感圧性接着剤発泡体の重量に基づいて、最大で２０重量％、最大で１５重量％、最大で１
０重量％、又は最大で５重量％の量で用いられ得る。架橋形成添加剤の量は、感圧性接着
剤発泡体の重量に基づいて、例えば０．１重量％～１０重量％、０．５重量％～８重量％
、１重量％～６重量％の、又は２重量％～５重量％の範囲であり得る。
【００５１】
　熱架橋添加剤、湿気架橋添加剤、又は感光性架橋添加剤に加えて、架橋はまた、ガンマ
放射線又は電子ビーム放射線などの高エネルギー電磁放射線を使用して達成されてもよい
。
【００５２】
　本開示の好ましい態様においては、本明細書において用いるための架橋形成添加剤は、
化学線、より好ましくは電子線照射で活性化される／され得る。より好ましい態様では、
架橋添加剤は、多官能基性（メタ）アクリレート化合物の群から選択される。多官能基性
（メタ）アクリレート化合物の例は、好ましくは、少なくとも２つの（メタ）アクリロイ
ル基、特に３つ又は４つの（メタ）アクリロイル基、またより特には３つの（メタ）アク
リロイル基を含む。
【００５３】
　有利な態様においては、多官能基性（メタ）アクリレート化合物は、以下の式で表され
る：
　Ｈ２Ｃ＝Ｃ（Ｒ１）－（ＣＯ）－Ｏ－Ｒ２－［Ｏ－（ＣＯ）－（Ｒ１）Ｃ＝ＣＨ２］ｎ
　式中Ｒ１は水素又はメチルであり；ｎは１、２、３、又は４；及びＲ２は、アルキレン
、アリーレン、ヘテロアルキレン、又はそれらを任意で組み合わせたものである。
【００５４】
　非常に有利な態様によれば、本明細書において用いるための架橋形成添加剤は、１，６
－ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパントリ（メタ）アク
リレート、及びそれらを任意で組み合わせたもの若しくは混合したものからなる群から選
択される多官能基性（メタ）アクリレート化合物である。
【００５５】
　いくつかの態様においては、本開示の感圧性接着剤発泡体は、場合により追加される成
分として、（更なる）充填材料を更に含み得る。かかる充填剤は、例えば、感圧性接着剤
アセンブリの機械的安定性を増加させるために有利に使用されてもよく、またそのせん断
及び剥離力抵抗を増加させてもよい。
【００５６】
　当業者に一般に知られているいずれの充填材料も、本開示の文脈において使用され得る
。本明細書において使用することができる充填材料の典型的な例としては、膨張パーライ
ト、微小球、膨張性微小球、セラミック球、ゼオライト、粘土充填剤、ガラスビーズ、中
空無機ビーズ、シリカ型充填剤、疎水性シリカ型充填剤、ヒュームドシリカ、繊維、特に
、ガラス繊維、炭素繊維、グラファイト繊維、シリカ繊維、セラミック繊維、電気伝導性
及び／又は熱伝導性粒子、ナノ粒子、特にシリカナノ粒子、並びにこれらを任意で組み合
わせたものからなる群から選択されるものが挙げられるが、これらに限定されない。
【００５７】
　本開示の好ましい態様においては、感圧性接着剤発泡体は、微小球、膨張性微小球、好
ましくはペンタン充填膨張性微小球、ガス空洞体、ガラスビーズ、ガラス微小球、ガラス
バブル、及びそれらを任意で組み合わせたもの若しくは混合したものからなる群から選択
される少なくとも１種類の充填材料を更に含む。より好ましくは、本明細書において用い
るための少なくとも１種類の充填材料は、膨張性微小球、ガラスバブル、及びそれらを任
意で組み合わせたもの若しくは混合したものからなる群から選択される。
【００５８】
　本開示を踏まえて当業者には明らかとなるように、他の添加剤を、任意選択で感圧性接
着剤発泡体に含めて、任意の所望される特性を達成してよい。かかる添加剤としては、更
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なる粘着付与剤、顔料、強靱化剤、強化剤、難燃剤、抗酸化剤、及び様々な安定剤が挙げ
られるが、それらに限定されない。添加剤は典型的には、所望の最終特性を得るのに十分
な量で添加される。
【００５９】
　ある特定の態様によれば、本開示による感圧性接着剤発泡体は：
　ａ）感圧性接着剤発泡体の重量に基づいて２０重量％～８０重量％、３０重量％～７０
重量％、又は４０重量％～６０重量％のゴム系エラストマー材料と；
　ｂ）感圧性接着剤発泡体の重量に基づいて５重量％～６０重量％、５重量％～５０重量
％、１０重量％～４５重量％、又は１５重量％～４５重量％の炭化水素粘着付与剤と；
　ｃ）感圧性接着剤発泡体の重量に基づいて１重量％～４０重量％、２重量％～３０重量
％、５重量％～３０重量％、又は１０重量％～２５重量％の、任意に用いられる可塑剤、
特にポリイソブチレン可塑剤と；
　ｄ）好ましくは膨張性微小球及びガラスバブルの群から選択され、感圧性接着剤発泡体
の重量に基づいて２重量％～３０重量％、２重量％～２０重量％、又は２重量％～１５重
量％の、任意に用いられる充填材料と；
　ｅ）好ましくは多官能基性（メタ）アクリレート化合物の群から選択され、感圧性接着
剤発泡体の重量に基づいて０．１重量％～１０重量％、０．５重量％～８重量％、１重量
％～６重量％、又は２重量％～５重量％の、任意に用いられる架橋形成添加剤と、を含む
。
【００６０】
　本開示による感圧性接着剤発泡体のある特定の態様においては、本明細書において用い
るための炭化水素粘着付与剤は、実験セクションに記載された重量減少試験方法による熱
重量測定分析によって測定した場合、８００ｐｐｍ未満、６００ｐｐｍ未満、４００ｐｐ
ｍ未満、又は２００ｐｐｍ未満の、揮発性有機化合物（ＶＯＣ）値を有する。
【００６１】
　有利なことには、本明細書において用いるための炭化水素粘着付与剤は、実験セクショ
ンに記載された重量減少試験方法による熱重量測定分析によって測定した場合、１０００
ｐｐｍ未満、８００ｐｐｍ未満、６００ｐｐｍ未満、又は５００ｐｐｍ未満の、揮発性フ
ォギング化合物（ＦＯＧ）値を有する。
【００６２】
　本開示の文脈においては、ゴム系エラストマー材料と少なくとも１種類の炭化水素粘着
付与剤とを含み、その炭化水素粘着付与剤が実験セクションに記載された重量減少試験方
法による熱重量測定分析によって測定した場合、１５００ｐｐｍ未満、１０００ｐｐｍ未
満、８００ｐｐｍ未満、６００ｐｐｍ未満、又は５００ｐｐｍ未満の揮発性フォギング化
合物（ＦＯＧ）値を有する感圧性接着剤発泡体は、放出された気体成分の縮合に対する抵
抗性及び／又は対応する感圧性接着剤発泡体の熱的安定性について、優れた特性と性能と
を提供するということが、驚くべきことに判明した。有利な低いフォギング特性を有して
提供される感圧性接着剤発泡体は、特に電子用途に好適である。
【００６３】
　更に有利なことに、本明細書において用いるための炭化水素粘着付与剤は、実験セクシ
ョンに記載されたオーブン気体放出試験法による重量減少分析によって測定した場合、１
重量％未満、０．８重量％未満、０．６重量％未満、０．５重量％未満、０．４重量％未
満、０．３重量％未満、０．２重量％未満、又は０．１重量％未満の、気体放出値を有す
る。
【００６４】
　本開示の文脈においては、ゴム系エラストマー材料と少なくとも１種類の炭化水素粘着
付与剤とを含み、その炭化水素粘着付与剤が、実験セクションに記載されたオーブン気体
放出試験法による重量減少分析により測定した場合、１重量％未満、０．８重量％未満、
０．６重量％未満、０．５重量％未満、０．４重量％未満、０．３重量％未満、０．２重
量％未満、また更に０．１重量％未満の、気体放出値を有する感圧性接着剤発泡体は、優
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れた熱的安定性を提供するということが、驚くべきことに判明した。
【００６５】
　特に有利な態様においては、本開示による感圧性接着剤発泡体は、好ましくは化学線で
、より好ましくは電子線照射で架橋される。
【００６６】
　本開示の文脈においては、上述のように、特に化学線で、好ましくは電子線照射で感圧
性接着剤発泡体配合物を架橋することにより、室温でも高温（例えば、７０℃）下でも優
れた静的せん断性能を示すことで特徴づけられる感圧性接着剤発泡体が得られるというこ
とが、驚くべきことに判明した。
【００６７】
　電子線照射に基づく架橋を実行する間に、好適な電子線加速電圧を選択することととも
に好適な電子線照射量を見出すことは、当業者が実践することの範囲内であろう。好適な
加速電圧は、典型的には、対応する感圧性接着剤発泡体配合物層のコーティング重量に合
わせて選択及び適合される。電子線加速電圧の例には、典型的には、２００ｇ／ｍ２～１
２００ｇ／ｍ２のコーティング重量を有する発泡体層に対しては、１４０ｋＶ～３００ｋ
Ｖが含まれる。
【００６８】
　有利なことに、本開示の感圧性接着剤発泡体は、１５０ｋＧｙ未満、１３０ｋＧｙ未満
、１００ｋＧｙ未満、８０ｋＧｙ未満、５０ｋＧｙ未満、また更に３０ｋＧｙ未満の電子
線照射量を用いて架橋され得る。典型的には、好適な電子線照射量は、少なくとも５ｋＧ
ｙ、少なくとも１０ｋＧｙ、又は少なくとも２０ｋＧｙである。
【００６９】
　別の態様によれば、本開示は、上述のような感圧静接着剤発泡体を含む感圧性接着剤ア
センブリを対象とする。本開示による感圧性接着剤アセンブリは、その最終的な用途及び
所望の特性に応じて、かつそれが少なくとも上述のような感圧性接着剤発泡体を含むこと
を条件として、任意の好適な種類の設計又は構成を有し得る。
【００７０】
　本開示の感圧性接着剤アセンブリは、単一層構造体の形態をとり、感圧性接着剤発泡体
層から本質的になってもよい。かかる単一層アセンブリは、両面接着テープとして有利に
使用することができる。
【００７１】
　代替的態様によると、本開示の感圧性接着剤アセンブリは、多層構造体の形態をとって
もよく、例えば、２つ又はそれ以上の重畳した層、即ち、第１の感圧性接着剤層と、例え
ば裏材層及び／又は更なる感圧性接着剤層などの隣接する層とを含んでもよい。かかる接
着性多層構造体又はテープは、２つの物体を相互に接着するための２層接着テープとして
有利に使用し得る。この文脈において、本明細書における使用に好適な裏材層は、少なく
とも部分的な感圧性接着剤の特徴を呈する場合も、呈しない場合もある。
【００７２】
　裏材層も存在する場合の実行例においては、かかる感圧性接着剤アセンブリは３層設計
を反映し、この中で裏材層は、例えば２つの感圧性接着剤層の間に挟まれ得る。
【００７３】
　多層感圧性接着剤アセンブリに関して、本開示は、上記の設計に限定されない。更なる
代替的な実行例として、感圧性接着剤アセンブリは、裏材層と感圧性接着剤層との間に少
なくとも１つの中間層を含んでもよい。これらの更なる内部中間層、及び裏材層は、例え
ば多層感圧性接着剤アセンブリの引裂抵抗性の増加などの有利な機械的特性、又は例えば
、光透過若しくは反射、着色、及び標識化などの光学機能性を呈し得る。
【００７４】
　特定の態様では、中間層は、ポリアクリレート、ポリウレタン、ポリオレフィン、ポリ
スチレン、ポリアミド、天然ゴム、合成ゴム、ポリビニルピロリドン、及びこれらを任意
で組み合わせたもの若しくは混合したものからなる群から選択されるポリマーを含む。
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【００７５】
　しかしながら、中間層が、ＰＳＡ層に関して本開示に記載されるような感圧性接着剤組
成物から選択されることも可能である。中間層の配合は、感圧性接着剤層と比較して、同
一であってもよく、又は異なってもよい。
【００７６】
　好適な裏材層は、プラスチック（例えば、二軸延伸ポリプロピレンを含むポリプロピレ
ン、ビニル、ポリエチレン、例えば、ポリエチレンテレテフタレートなどのポリエステル
を含む、）、不織布（例えば、紙、布、不織布スクリム）、金属箔、発泡体（例えば、ポ
リアクリル酸、ポリエチレン、ポリウレタン、ネオプレン）などから作製され得る。
【００７７】
　特定の態様によると、本開示による感圧性接着剤アセンブリは、ポリマー発泡体層の形
態をとる感圧性接着剤発泡体を含む。
【００７８】
　本開示の文脈では、「ポリマー発泡体」という用語は、ポリマー系材料を指すように意
図され、その材料は、空隙を、典型的には、少なくとも５容積％、典型的には１０容積％
～５５容積％又は１０容積％～４５容積％の量で含む。空隙は、気体によって形成された
気泡などの既知の方法のうちのいずれかによって得ることができる。あるいは、空隙は、
中空ポリマー粒子、中空ガラス微小球、又は中空セラミック微小球などの中空充填剤の組
み込みから得られてもよい。
【００７９】
　本明細書において用いるためのポリマー発泡体層は、例えば、１００μｍ～６０００μ
ｍ、２００μｍ～４０００μｍ、５００μｍ～２０００μｍ、又は８００μｍ～１５００
μｍの厚さを有する。当業者には、本明細書の説明に照らせば明白となるであるように、
ポリマー発泡体層の好ましい厚さは、意図される用途によって異なる。
【００８０】
　ポリマー発泡体層は、典型的には、０．４０ｇ／ｃｍ３～１．５ｇ／ｃｍ３、０．４５
ｇ／ｃｍ３～１．１０ｇ／ｃｍ３、０．５０ｇ／ｃｍ３～０．９５ｇ／ｃｍ３、０．６０
ｇ／ｃｍ３～０．９５ｇ／ｃｍ３、又は０．７０ｇ／ｃｍ３～０．９５ｇ／ｃｍ３の範囲
の密度を有する。この密度は、空隙又は気泡を含めることによって達成される。典型的に
は、ポリマー発泡体層は、少なくとも５容量％、例えば１５容量％～４５容量％、又は２
０容量％～４５容量％の空隙を含む。
【００８１】
　ポリマー発泡体層内の空隙又は気泡は、当該技術分野で説明されている既知の方法のい
ずれかで作り出すことができ、該方法には、気体若しくは発泡剤の使用、及び／又はポリ
マー発泡体層用の組成物中に中空粒子を含めることが含まれる。例えば、米国特許第４，
４１５，６１５号に記載されているアクリルポリマー発泡体を創出するための１つの方法
によれば、アクリル発泡体は、（ｉ）アクリレートモノマー及び任意追加のコモノマーを
含有する組成物を泡立てる工程と、（ｉｉ）泡を裏材上にコーティングする工程と、（ｉ
ｉｉ）泡立てられた組成物を重合させる工程とによって得ることができる。また、アクリ
レートモノマーと任意のコモノマーとの未発泡の組成物を裏材にコーティングし、次いで
、その組成物を同時に発泡及び重合させることも可能である。組成物の発泡は、重合可能
な組成物をかき回して気体を含ませることによって達成することができる。この目的に好
ましい気体は、特に、重合が光開始される場合、窒素及び二酸化炭素などの不活性ガスで
ある。
【００８２】
　特定の態様では、本開示の感圧性接着剤アセンブリは、感圧性接着剤発泡体層に隣接す
る第２の感圧性接着剤層を更に含む多層感圧性接着剤アセンブリの形態である。
【００８３】
　特定の実行例によると、多層感圧性接着剤アセンブリは、感圧性接着剤発泡体層に隣接
する第２の感圧性接着剤層を更に含み、本開示の多層感圧性接着剤アセンブリは、有利に
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も、外皮／コア型多層感圧性接着剤アセンブリの形態をとり、ここで、感圧性接着剤発泡
体層は多層感圧性接着剤アセンブリのコア層であり、第２の感圧性接着剤層は多層感圧性
接着剤アセンブリの外皮層である。この特定の実行例は、２層ポリマー発泡体テープアセ
ンブリとして一般に言及される。外皮／コア型の多層感圧性接着剤アセンブリは、当業者
に周知である。
【００８４】
　本開示による多層感圧性接着剤アセンブリ、特に２層ポリマー発泡体テープアセンブリ
は、単層感圧性接着剤と比較したときに、接着（瞬間接着）が、第２の感圧性接着剤層（
外皮層としても一般に言及される）の配合によって調整され得る一方で、適用の問題、変
形の問題、及びエネルギー分布などのアセンブリ全体の他の特性／要件が、ポリマー発泡
体層（コア層としても一般に言及される）の適切な配合によって解決され得るという点で
、特に有利である。いくつかの態様では、本明細書に開示されるような多層感圧性接着剤
アセンブリは、平滑であり、均質であり、いかなる層剥離の発生もなく、相互に化学的に
結合される、あるいは相互に物理的に結合される層からなる。
【００８５】
　いくつかの態様では、本開示の多層感圧性接着剤アセンブリが、第２の感圧性接着剤層
に隣接する感圧性接着剤発泡体層の側部と逆側の感圧性接着剤発泡体層の側部で感圧性接
着剤発泡体層に隣接することが好ましい、第３の感圧性接着剤層を更に含み、それにより
３層の多層感圧性接着剤アセンブリを形成することが有利であり得る。
【００８６】
　本開示の一態様による３層の多層感圧性接着剤アセンブリは、有利にも、外皮／コア／
外皮の多層感圧性接着剤アセンブリの形態をとってよく、ここで、感圧性接着剤発泡体層
は多層感圧性接着剤アセンブリのコア層であり、第２の感圧性接着剤層は多層感圧性接着
剤アセンブリの第１の外皮層であり、第３の感圧性接着剤層は多層感圧性接着剤アセンブ
リの第２の外皮層である。
【００８７】
　本開示による感圧性接着剤アセンブリの特定の態様では、プライマー層が、感圧性接着
剤発泡体層と第２の感圧性接着剤層との間、及び／又は感圧性接着剤発泡体層と第３の感
圧性接着剤層との間に含まれる。本開示の文脈においては、当業者に一般に知られている
任意のプライマー組成物を用いることができる。本開示に照らして適切なプライマー組成
物を見出すことは、当業者の能力の範囲内である。
【００８８】
　しかしながら、有利な態様によると、プライマー層は、好ましくは化学線で、より好ま
しくは電子線照射で架橋可能なように配合される。本開示の文脈においては、架橋可能な
プライマー組成物を用いること、特に化学線、好ましくは電子線照射で架橋可能な組成物
を用いることにより、一般に知られているプライマー組成物よりもプライマーの性能が改
善されることが、驚くべきことに判明した。
【００８９】
　感圧性接着剤アセンブリの実行例の一部においては、実際に、既存のプライマー組成物
とゴム系の感圧性接着剤発泡体層との間の不相溶性、又は特に高温（例えば７０℃）で、
感圧性接着剤アセンブリの早期層間剥離といった問題が起こり得るということが判明して
いる。これは、特にアクリレート系のプライマー組成物をゴム系の感圧性接着剤発泡体層
及び追加的なアクリレート系感圧性接着剤層（例えば、第１の及び／又は第２の外皮層）
と組み合わせて用いると、起こるおそれがある。
【００９０】
　理論に縛られずに言えば、架橋可能な／反応性のプライマー組成物により実現されるプ
ライマー性能の向上は、プライマー組成物が感圧性接着剤発泡体層により良く接着してい
ることによるものであると考えられ、それは、プライマー層内の全体的架橋密度を高める
ことを通じて実現されると考えられる。
【００９１】
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　ある特定の態様においては、プライマー層は、多官能基性（メタ）アクリレート化合物
の群から選択される架橋形成添加剤を含み、その多官能基性（メタ）アクリレート化合物
は、既に述べたように、好ましくは少なくとも２つの（メタ）アクリロイル基を含む。
【００９２】
　反応性プライマー組成物の例は、反応性モノマー、特に反応性アクリレートモノマー（
例えばイソボルニルアクリレート、ＩＢＯＡ）に溶解し、多官能基性（メタ）アクリレー
ト化合物、特に、少なくとも２つの（メタ）アクリロイル基、特に３つ又は４つの（メタ
）アクリロイル基、より特には３つの（メタ）アクリロイル基を含む多官能基性（メタ）
アクリレート化合物と混合したハロゲン化ポリオレフィン化合物を含む。
【００９３】
　一部の態様においては、本開示による感圧性接着剤アセンブリは、好ましくは化学線で
、より好ましくは電子線照射で架橋される。１つの好ましい態様によれば、感圧性接着剤
アセンブリは、電子線照射で架橋し、その電子線照射量は、好ましくは１５０ｋＧｙ未満
、１３０ｋＧｙ未満、１００ｋＧｙ未満、８０ｋＧｙ未満、５０ｋＧｙ未満、また更に３
０ｋＧｙ未満である。典型的には、電子線照射量は、少なくとも５ｋＧｙ、少なくとも１
０ｋＧｙ、又は少なくとも２０ｋＧｙである。
【００９４】
　第２の感圧性接着剤層及び／又は第３の感圧性接着剤層は、当該技術分野で一般に知ら
れている任意の組成を有することができる。このように、本開示の多層感圧性接着剤アセ
ンブリにおいて用いられるこれらの様々な層の組成は、特には限定されない。
【００９５】
　ある特定の態様では、第２の感圧性接着剤層及び／又第３の感圧性接着剤層は、ポリア
クリレート、ポリウレタン、ポリオレフィン、ポリアミン、ポリアミド、ポリエステル、
ポリエーテル、ポリイソブチレン、ポリスチレン、ポリビニル、ポリビニルピロリドン、
天然ゴム、合成ゴム、及びこれらを任意で組み合わせたもの、及びこれらの任意のコポリ
マー、又はこれらの任意の混合物からなる群から選択されるポリマー系材料を含む。
【００９６】
　典型的な態様では、第２の感圧性接着剤層及び／又は第３の感圧性接着剤層は、ポリア
クリレート、ポリウレタン、及びこれらを任意で組み合わせたもの、及びこれらの任意の
コポリマー、又はこれらの任意の混合物からなる群から選択されるポリマー系材料を含む
。別の典型的な態様によると、第２の感圧性接着剤層及び／又は第３の感圧性接着剤層は
、ポリアクリレート、これらの任意のコポリマー、又はこれらの任意の混合物からなる群
から選択されるポリマー系材料を含む。
【００９７】
　本開示の感圧性接着剤アセンブリの好ましい態様によると、第２の感圧性接着剤層及び
／又は第３の感圧性接着剤層は、モノマー主成分が、好ましくは１個～３２個、１個～２
０個、又は１個～１５個の炭素原子を含む直鎖状又は分枝鎖状のアルキル基を有する直鎖
状又は分枝鎖状のアルキル（メタ）アクリレートエステル、好ましくは非極性の直鎖状又
は分枝鎖状のアルキル（メタ）アクリレートエステルを好ましくは含むポリアクリレート
からなる群から選択されるポリマー系材料を含む。
【００９８】
　本明細書で使用するとき、「アルキル（メタ）アクリレート」及び「アルキル（メタ）
アクリレートエステル」という用語は、互換的に使用される。「（メタ）アクリレート」
という用語は、アクリレート、メタクリレート、又はその両方を指す。「（メタ）アクリ
ル」という用語は、メタクリル、アクリル、又はその両方を指す。「（メタ）アクリル系
」材料とは、ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ）－（ＣＯ）－という式（式中、Ｒが水素又はメチルである
）で表される基である、（メタ）アクリロイル基を有する１つ又はそれより多くのモノマ
ーから調製される材料を指す。
【００９９】
　「アルキル」という用語は、飽和炭化水素である、一価の基を指す。アルキルは、直鎖
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、分枝鎖、環状、又はこれらの組み合わせであり得るが、典型的には、１個～３２個の炭
素原子を有する。一部の実施形態では、アルキル基は、１個～２５個、１個～２０個、１
個～１８個、１個～１２個、１個～１０個、１個～８個、１個～６個、又は１個～４個の
炭素原子を含有する。アルキル基の例としては、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプ
ロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、ｎ－ペンチル、ｎ－ヘキシル、シ
クロヘキシル、ｎ－ヘプチル、ｎ－オクチル、２－エチルヘキシル、２－オクチル、及び
２－プロピルヘプチルが挙げられるが、これらに限定されない。
【０１００】
　「ガラス転移温度」及び「Ｔｇ」という用語は、互換的に使用され、材料又は混合物の
ガラス転移温度を指す。特に他にことわらない限り、ガラス転移温度値は、示差走査熱量
測定（ＤＳＣ）により決定される。
【０１０１】
　本開示の感圧性接着剤アセンブリの好ましい態様によると、第２の感圧性接着剤層及び
／又は第３の感圧性接着剤層は、モノマー主成分が、メチル（メタ）アクリレート、エチ
ル（メタ）アクリレート、ｎ－プロピル（メタ）アクリレート、イソプロピル（メタ）ア
クリレート、ｎ－ブチルアクリレート、イソブチルアクリレート、ｔｅｒｔ－ブチル（メ
タ）アクリレート、ｎ－ペンチル（メタ）アクリレート、イソ－ペンチル（メタ）アクリ
レート、ｎ－ヘキシル（メタ）アクリレート、イソ－ヘキシル（メタ）アクリレート、シ
クロヘキシル（メタ）アクリレート、フェニル（メタ）アクリレート、オクチル（メタ）
アクリレート、イソ－オクチル（メタ）アクリレート、２－オクチル（メタ）アクリレー
ト、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、デシル（メタ）アクリレート、ラウリル
（メタ）アクリレート、２－プロピルヘプチル（メタ）アクリレート、ステアリル（メタ
）アクリレート、イソボルニルアクリレート、ベンジル（メタ）アクリレート、オクタデ
シルアクリレート、ノニルアクリレート、ドデシルアクリレート、イソホリル（メタ）ア
クリレート、及びこれらを任意で組み合わせたもの若しくは混合したものからなる群から
選択される直鎖状又は分枝鎖状のアルキル（メタ）アクリレートエステルを含むポリアク
リレートからなる群から選択されるポリマー系材料を含む。
【０１０２】
　より好ましい態様では、本明細書において用いられる直鎖又は分枝鎖アルキル（メタ）
アクリレートエステルは、イソ－オクチル（メタ）アクリレート、２－エチルへキシル（
メタ）アクリレート、２－プロピルヘプチル（メタ）アクリレート、２－オクチル（メタ
）アクリレート、ブチルアクリレート、及びこれらを任意で組み合わせたもの若しくは混
合したものからなる群から、より好ましくは、イソ－オクチルアクリレート、２－エチル
へキシルアクリレート、２－オクチルアクリレート、及び２－プロピルヘプチルアクリレ
ートからなる群から選択される。
【０１０３】
　代替的な態様によると、本明細書における使用のための直鎖又は分枝鎖アルキル（メタ
）アクリレートエステルは、２－オクチル（メタ）アクリレートを含むように選択される
。２－オクチル（メタ）アクリレートから誘導されるポリマー系材料は、ｎ－オクチル及
びイソオクチルなどのオクチル（メタ）アクリレートの他の異性体と比較した場合、同等
の接着剤特性を提供する。更に、感圧性接着剤組成物は、同一の濃度及び同一の重合条件
下でイソオクチルアクリレートなどの他のオクチル異性体から誘導される接着剤組成物と
比較する場合、より低い固有粘度及び溶液粘度を有する。
【０１０４】
　２－オクチル（メタ）アクリレートは、従来技術によって、２－オクタノール、並びに
エステル、酸、及びハロゲン化アシル等の（メタ）アクリロイル誘導体から調製されてよ
い。２－オクタノールは、ヒマシ油（又はそのエステル若しくはハロゲン化アシル）から
誘導されるリシノール酸を水酸化ナトリウムで処理し、引き続いて共生成物のセバシン酸
から蒸留することによって調製されてよい。
【０１０５】
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　しかしながら、本明細書において使用される２－オクチル（メタ）アクリレートモノマ
ーは、少なくとも部分的に、好ましくは完全に（即ち、１００重量％）、生物材料から、
より好ましくは植物材料から、誘導されることが好まれる。これは、少なくとも部分的に
「グリーン」資源から誘導され、環境的により持続可能であり、かつ鉱油及びその価格上
昇への依存性を低減もする接着フィルム／テープを提供するために、有利に使用され得る
。
【０１０６】
　本開示の文脈では、「生物材料から誘導される」という用語は、ある特定の化学成分か
ら、その化学構造の少なくとも一部、好ましくはその構造の少なくとも５０重量％が、生
物材料からなることを表す。この定義は原則としては、通常、脂肪酸部分のみが生物資源
から生じる、バイオディーゼル燃料に対するものと同一であり、一方メタノールは、同様
に、石炭又は鉱油等の化石原料からなることがある。
【０１０７】
　既知の感圧性接着剤に含まれる（メタ）アクリル系ポリマー材料は、相対的に低いガラ
ス転移温度Ｔｇ（即ち、モノマーのＴｇが、モノマーから調製されるホモポリマーとして
測定される）を有する１つ又はそれより多くの非極性アクリレートモノマーと、１つ又は
それより多くの極性モノマーなどの種々の任意追加のモノマーと、から調製されることも
多い。極性モノマーは、酸性基、ヒドロキシル基、又は窒素含有基を有するように選択さ
れることも多い。
【０１０８】
　従来の（メタ）アクリル系エラストマー材料内で広く使用される非極性アクリレートモ
ノマーのいくつかは、２－エチルヘキシルアクリレート（２－ＥＨＡ）及びイソオクチル
アクリレート（ＩＯＡ）などのアルキル（メタ）アクリレートである。
【０１０９】
　本開示の感圧性接着剤アセンブリの特定の態様によると、第２の感圧性接着剤ポリマー
層及び／又は第３の感圧性接着剤ポリマー層（一般に外皮層と呼ばれる層）は、極性コモ
ノマー、好ましくは極性アクリレート、より好ましくはアクリル酸、メタクリル酸、イタ
コン酸、ヒドロキシアルキルアクリレート、アクリルアミド及び置換アクリルアミド、ア
クリルアミン及び置換アクリルアミン、並びにこれらを任意で組み合わせたもの若しくは
混合したものからなる群から選択されるものを更に含むポリマー系材料を含む。他の有用
な極性コモノマーとしては、Ｎ置換アクリルアミド、アクリロニトリル、メタクリロニト
リル、ヒドロキシアルキルアクリレート、シアノエチルアクリレート、無水マレイン酸、
Ｎ－ビニル－２－ピロリドン、Ｎ－ビニル－カプロラクタム、及びこれらを任意で組み合
わせたもの若しくは混合したものが挙げられるが、これらに限定されない。
【０１１０】
　本開示の典型的な態様によると、感圧性接着剤アセンブリに使用する第２の感圧性接着
剤層及び／又は第３の感圧性接着剤層は、感圧性接着剤組成物を含み、その感圧性接着剤
組成物は、重合性材料の反応生成物を含み、その重合性材料は：
　（ａ）イソ－オクチル（メタ）アクリレート、２－エチルへキシル（メタ）アクリレー
ト、２－プロピルヘプチル（メタ）アクリレート、ブチルアクリレートからなる群から好
ましくは選択される主要モノマーとしての直鎖又は分枝鎖アルキル（メタ）アクリレート
エステルと、場合により追加される、
　（ｂ）エチレン性不飽和基、好ましくは、アクリレート主要モノマーと共重合可能であ
る強化モノエチレン性不飽和モノマーを有する、第２のモノマーと、を含む。
【０１１１】
　いくつかの例示的な態様では、感圧性接着剤アセンブリの第２の感圧性接着剤層及び／
又は第３の感圧性接着剤層を製造するのに使用する重合可能な材料は、エチレン性不飽和
基を有する（少なくとも１つの）第２のモノマーを含む。エチレン性不飽和基を有する任
意の好適な第２のモノマーを使用して、ＰＳＡアセンブリの第２の感圧性接着剤層及び／
又は第３の感圧性接着剤層を形成するのに使用する重合性材料を調製することができる。
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本明細書において使用されるエチレン性不飽和基を有する好適な第２のモノマーは、ここ
での説明を踏まえて当業者によって容易に特定されるであろう。
【０１１２】
　本開示の感圧性アセンブリの有利な態様によれば、第２の感圧性接着剤層及び／又は第
３の感圧性層を製造するために使用される重合性材料は、
　ａ）主要なモノマーが、イソ－オクチル（メタ）アクリレート、２－エチルへキシル（
メタ）アクリレート、２－プロピルヘプチル（メタ）アクリレート、ブチルアクリレート
からなる群から好ましくは選択される、５０重量％～９９．５重量％又は６０重量％～９
０重量％の、第１の／主要なモノマーとしての直鎖又は分枝鎖アルキル（メタ）アクリレ
ートエステルと、場合により追加される、
　ｂ）１．０重量％～５０重量％、３．０重量％～４０重量％、５．０重量％～３５重量
％、又は１０重量％～３０重量％の第２のモノマーであって、エチレン性不飽和基を有す
る第２のモノマー、好ましくはエチレン性不飽和基を有する第２の非極性モノマーと、場
合により追加される、
　ｃ）０．１重量％～１５重量％、０．５重量％～１５重量％、１．０重量％～１０重量
％、２．０重量％～８．０重量％、２．５重量％～６．０重量％、又は３．０重量％～６
．０重量％の極性モノマー、好ましくは極性アクリレート、及び場合により追加される、
　ｄ）粘着付与樹脂を含み、
　重量パーセントは、重合性材料の総重量を基準とする。
【０１１３】
　感圧性アセンブリの更に別の有利な態様によると、第２のポリマー層及び／又は第２の
感圧性接着剤ポリマー層を形成するために使用される重合性材料は、
　ａ）主要なモノマーが、イソ－オクチル（メタ）アクリレート、２－エチルへキシル（
メタ）アクリレート、２－プロピルヘプチル（メタ）アクリレート、ブチルアクリレート
からなる群から好ましくは選択される、第１の／主要なモノマーとしての直鎖又は分枝鎖
アルキル（メタ）アクリレートエステルと、場合により追加される、
　ｂ）１．０重量％～５０重量％、３．０重量％～４０重量％、５．０重量％～３５重量
％、又は１０重量％～３０重量％の第２のモノマーであって、エチレン性不飽和基を有す
る第２のモノマー、好ましくはエチレン性不飽和基を有する第２の非極性モノマーと、場
合により追加される、
　ｃ）０．１重量％～１５重量％、０．５重量％～１５重量％、１．０重量％～１０重量
％、２．０重量％～８．０重量％、２．５重量％～６．０重量％、又は３．０重量％～６
．０重量％の第１の極性モノマー、好ましくは極性アクリレートと、場合により追加され
る、
　ｄ）第２の極性モノマー、好ましくは極性非アクリレートモノマーと、場合により追加
される、
　ｅ）粘着付与樹脂と、を含み、
　重量パーセントは、重合性材料の総重量を基準とする。
【０１１４】
　ＰＳＡアセンブリのまた別の有利な態様によると、第２の感圧性接着剤層及び／又は第
３の感圧性接着剤層を製造するために使用される特定の感圧性接着剤組成物（即ち、重合
性材料）は、典型的には、重合性材料１００部当たり、３部～５０部、５部～３０部、又
は８部～２５部の量で粘着付与樹脂を更に含む。第２の感圧性接着剤層及び／又は第３の
感圧性接着剤層を製造するのに有用な粘着付与樹脂は、感圧性接着剤発泡体の文脈で既に
述べたようなものである。
【０１１５】
　本開示による感圧性接着剤アセンブリの特定の一態様によれば、第２の感圧性接着剤層
及び／又は第３の感圧性接着剤層を製造するのに用いられる重合性材料は、架橋剤を、好
ましくは重合性材料の総重量に対して、最大５重量％の量で、更に含んでもよい。第２の
感圧性接着剤層及び／又は第３の感圧性接着剤層を製造するのに好適な架橋添加剤は、感
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圧性接着剤発泡体の文脈で既に述べたようなものである。
【０１１６】
　フリーラジカル重合のための開始剤は、典型的には、重合性材料を形成するために使用
される様々なモノマーへと添加される。重合開始剤は、熱開始剤、光開始剤、又はその両
方とすることができる。フリーラジカル重合反応に対して既知である、任意の好適な熱反
応開始剤又は光開始剤を使用することができる。反応開始剤は、典型的には、重合性材料
の総重量に基づいて、０．０１重量％～５重量％、０．０１重量％～２重量％、０．０１
重量％～１重量％、又は０．０１重量％～０．５重量％の範囲の量で存在する。
【０１１７】
　いくつかの実行例では、熱反応開始剤が使用される。熱開始剤は、使用される特定の重
合方法によって、水溶性又は非水溶性（即ち、油溶性）とすることができる。好適な水溶
性反応開始剤としては、過硫酸カリウム、過硫酸アンモニウム、過硫酸ナトリウム、及び
これらの混合物等の過硫酸塩；過硫酸塩と、メタ重亜硫酸塩（例えば、メタ重亜硫酸ナト
リウム）又は重硫酸塩（例えば、重硫酸ナトリウム）等の還元剤との反応生成物等の酸化
還元反応開始剤；又は４，４’－アゾビス（４－シアノペンタン酸）及びその可溶性塩（
例えば、ナトリウム、カリウム）が挙げられるが、これらに限定されない。好適な油溶性
反応開始剤としては、２，２’－アゾビス（２－メチルブタンニトリル）であるＶＡＺＯ
　６７、２，２’－アゾビス（イソブチロニトリル）であるＶＡＺＯ　６４、及び（２，
２’－アゾビス（２，４－ジメチルペンタンニトリル）であるＶＡＺＯ　５２を含む、Ｅ
．Ｉ．ＤｕＰｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ社から商品名ＶＡＺＯで市販されているもの
などの様々なアゾ化合物；並びに過酸化ベンゾイル、過酸化シクロヘキサン、過酸化ラウ
ロイル、及びこれらの混合物などの様々な過酸化物が挙げられるが、これらに限定されな
い。
【０１１８】
　多くの実行例では、光開始剤が使用される。光開始剤のいくつかの例は、ベンゾインエ
ーテル（例えば、ベンゾインメチルエーテル若しくはベンゾインイソプロピルエーテル）
、又は置換ベンゾインエーテル（例えば、アニソインメチルエーテル）である。光開始剤
の他の例は、２，２－ジエトキシアセトフェノン又は２，２－ジメトキシ－２－フェニル
アセトフェノン（ＢＡＳＦ社（ニュージャージー州、Ｆｌｏｒｈａｍ　Ｐａｒｋ）から商
品名ＩＲＧＡＣＵＲＥ　６５１で、又はＳａｒｔｏｍｅｒ社（ペンシルバニア州、Ｅｘｔ
ｏｎ）から商品名ＥＳＡＣＵＲＥ　ＫＢ－１で市販されている）などの置換アセトフェノ
ンである。光開始剤の更に他の例は、２－メチル－２－ヒドロキシプロピオフェノンなど
の置換α－ケトール、２－ナフタレンスルホニルクロライドなどの芳香族スルホニルクロ
ライド、及び、１－フェニル－１，２－プロパンジオン－２－（Ｏ－エトキシカルボニル
）オキシムなどの光活性オキシムである。他の好適な光開始剤としては、例えば、１－ヒ
ドロキシシクロヘキシルフェニルケトン（ＩＲＧＡＣＵＲＥ　１８４）、ビス（２，４，
６－トリメチルベンゾイル）フェニルホスフィンオキシド（ＩＲＧＡＣＵＲＥ　８１９）
、１－［４－（２－ヒドロキシエトキシ）フェニル］－２－ヒドロキシ－２－メチル－１
－プロパン－１－オン（ＩＲＧＡＣＵＲＥ　２９５９）、２－ベンジル－２－ジメチルア
ミノ－１－（４－モルホリノフェニル）ブタノン（ＩＲＧＡＣＵＲＥ　３６９）、２－メ
チル－１－［４－（メチルチオ）フェニル］－２－モルホリノプロパン－１－オン（ＩＲ
ＧＡＣＵＲＥ　９０７）、及び２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェニルプロパン－１
－オン（ＤＡＲＯＣＵＲ　１１７３）が挙げられる。
【０１１９】
　第２の感圧性接着剤層及び／又は第３の感圧性接着剤層を製造するために使用される特
定の重合性材料は、連鎖移動剤を任意追加で更に含有して、結果として得られるエラスト
マー材料の分子量を制御してもよい。有用な連鎖移動剤の例としては、四臭化炭素、アル
コール、チオグリコール酸イソオクチルなどのメルカプタン、及びこれらの混合物が挙げ
られるが、これらに限定されない。使用される場合、重合可能な混合物は、重合性材料の
総重量に基づいて最大で０．５重量％の連鎖移動剤を含んでもよい。例えば、重合性混合
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物は、０．０１重量％～０．５重量％、０．０５重量％～０．５重量％、又は０．０５重
量％～０．２重量％の連鎖移動剤を含有し得る。
【０１２０】
　本開示による感圧性接着剤アセンブリの特定の一態様によると、第２の感圧性接着剤層
及び／又は第２の感圧性接着剤層を形成するために使用される特定の重合性材料は、ビニ
ルエステル（例えば、酢酸ビニル及びプロピオン酸ビニル）；スチレン若しくはその誘導
体、例えば、アルキル置換スチレン（例えば、α－メチルスチレン）；ビニルハロゲン化
物；又はこれらの混合物などの１つ又はそれより多くの他のビニルモノマーを更に含んで
もよい。これらのモノマーは、極性又は非極性とすることができる。存在する場合、これ
らの他のビニルモノマーは、任意の好適な量で存在し得る。いくつかの態様においては、
ビニルモノマーは、重合性材料の総重量を基準として、最大５重量部の量で存在する。例
えば、ビニルモノマーは、最大４重量％、最大３重量％、又は最大２重量％の量で使用す
ることができる。いくつかの特定の態様においては、ビニルモノマーは、０重量％～５重
量％、０．５重量％～５重量％、１重量％～５重量％、０重量％～３重量％、又は１重量
％～３重量％の範囲の量で存在する。
【０１２１】
　多層ＰＳＡアセンブリの感圧性接着剤層を形成するために使用される重合性混合物は、
有機溶媒を含んでもよく、又は有機溶媒を含まなくても若しくは本質的に含まなくてもよ
い。本明細書で使用する場合、有機溶媒に関して、「本質的に含まない」という用語は、
有機溶媒が、重合性材料の重量を基準として５重量％未満、４重量％未満、３重量％未満
、２重量％未満、又は１重量％未満の量で存在することを意味する。重合性材料中に有機
溶媒が含まれる場合、その量は、多くの場合、所望の粘度を提供するように選択される。
好適な有機溶媒の例としては、メタノール、テトラヒドロフラン、エタノール、イソプロ
パノール、ヘプタン、アセトン、メチルエチルケトン、メチルアセテート、エチルアセテ
ート、トルエン、キシレン、エチレングリコールアルキルエーテル、及びこれらを任意で
組み合わせたもの若しくは混合したものが挙げられるが、これらに限定されない。
【０１２２】
　特定の感圧性接着剤組成物は、溶液、バルク（即ち、溶媒をほとんど又は全く含まない
）、分散液、エマルション、及び懸濁液プロセスを含む、様々な従来のフリーラジカル重
合方法によって調製されてもよい。使用される特定の方法は、最終感圧性接着剤組成物の
用途によって影響を受ける場合がある。重合性材料の反応生成物は、ランダムコポリマー
又はブロックコポリマーであることができる。
【０１２３】
　本開示によるＰＳＡアセンブリの感圧性接着剤層のために感圧性接着剤組成物を調製す
るいくつかの方法においては、モノマーを含有する重合性材料が、シロップ様材料に対応
する粘度までその粘度を増加させるように、部分的に重合される。概して、主要なモノマ
ー及び他の任意追加のモノマーは、フリーラジカル重合開始剤の一部と混合される。添加
される開始剤の型に応じて、混合物は、典型的には、化学線又は熱に曝されて、一価のモ
ノマー（即ち、単一のエチレン性不飽和基を含むモノマー）を部分的に重合させる。次に
、架橋剤及び反応開始剤のいずれの残留部分もが、シロップ様の部分的に重合された材料
に添加され得る。任意追加の粘着付与剤及び可塑剤はまた、部分的に重合された材料と組
み合わされ得る。結果として得られた混合物は、コーティング組成物として、支持体（例
えば、剥離ライナー）又は別の層（例えば、ポリマー発泡体層）上により容易に塗布され
得る。続いて、コーティング層は、光開始剤が存在する場合は化学線に、又は熱反応開始
剤が存在する場合は熱に、曝され得る。化学線又は熱に曝すことは、典型的には、コーテ
ィング組成物内の重合性材料の更なる反応をもたらす。
【０１２４】
　感圧性接着剤として有用であるためには、感圧性接着材料は、典型的には、２５℃で３
００，０００パスカル未満の貯蔵弾性率を有する。感圧性接着材料の貯蔵弾性率は通常、
２５℃で２００，０００パスカル以下、１００，０００パスカル以下、５０，０００パス
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カル以下、又は２５，０００パスカル以下である。例えば、貯蔵弾性率は、２５℃で１０
，０００パスカル以下、９，０００パスカル以下、８，０００パスカル以下、又は７，５
００パスカル以下であることができる。多くの場合、より低い貯蔵弾性率が、高性能感圧
性接着剤のために望ましい。
【０１２５】
　本開示による感圧性接着剤アセンブリのある特定の態様においては、第２の感圧性接着
剤層及び／又は第３の感圧性接着剤層は、充填材料を含む。第２の感圧性接着剤層及び／
又は第３の感圧性接着剤層を製造するのに好適な充填材料は、感圧性接着剤発泡体の文脈
で既に述べたようなものである。
【０１２６】
　本開示を踏まえて当業者には明らかとなるように、他の添加剤を、場合により感圧接着
剤アセンブリの任意の層に含めて、任意の所望される特性を達成してよい。かかる添加剤
としては、顔料、粘着付与剤、強靱化剤、強化剤、難燃剤、抗酸化剤、及び様々な安定剤
が挙げられる。添加剤は、所望の最終特性を得るのに十分な量で添加される。
【０１２７】
　典型的な実行例によると、本開示による感圧性接着剤アセンブリは、その主要な表面の
うちの少なくとも１つの上に剥離ライナーを更に提供される。剥離ライナーとして、例え
ば、シリコーン処理された紙又はシリコーン処理されたポリマーフィルム材料、特に、シ
リコーン処理されたＰＥＴフィルム、又はシリコーン処理されたＰＥ若しくはＰＥＴ／Ｐ
Ｐブレンドフィルム材料などの、当業者に既知の任意の好適な材料が使用され得る。
【０１２８】
　感圧性接着剤アセンブリ中に含まれる様々な感圧性接着剤層及び他の任意追加の層の厚
さは、所望の実行例及び関連する特性に応じて幅広く変化し得る。例として、厚さは、２
５μｍ～６０００μｍ、４０μｍ～３０００μｍ、５０μｍ～３０００μｍ、７５μｍ～
２０００μｍ、又は７５μｍ～１５００μｍの間で、各層に関して独立して選択され得る
。
【０１２９】
　多層感圧性接着剤アセンブリが外皮／コア型多層感圧性接着剤アセンブリの形態をとり
、感圧性接着剤発泡体層が多層感圧性接着剤アセンブリのコア層であり、第２の感圧性接
着剤層が多層感圧性接着剤アセンブリの外皮層である特定の実施によると、第２の感圧性
接着剤層は、第１の感圧性接着剤層と比較して、より薄い厚さを有することが好まれる。
これは、感圧性接着剤発泡体層がポリマー発泡体層であり、それによりポリマー発泡体感
圧性接着剤テープを形成する実行例において特に有利である。例として、第２の感圧性接
着剤層の厚さは、典型的には、２０μｍ～２５０μｍ、又は４０μｍ～２００μｍの範囲
にあってよく、一方で、ポリマー発泡体層の厚さは、典型的には、１００μｍ～６０００
μｍ、４００μｍ～３０００μｍ、又は８００μｍ～２０００μｍの範囲にあってよい。
そのような多層感圧接着剤アセンブリは、典型的には、高い剥離接着性を示す。理論に縛
られずに言えば、そのような高い剥離接着力は、第１のＰＳＡ層と比較して、比較的厚い
ポリマー発泡体層の安定化効果によって引き起こされると考えられる。
【０１３０】
　特に有利な態様によれば、既に説明したような感圧性接着剤発泡体又は既に説明したよ
うな感圧性接着剤アセンブリは、実験セクションに記載された重量減少試験方法による熱
重量測定分析によって測定した場合、２０００ｐｐｍ未満、１５００ｐｐｍ未満、１００
０ｐｐｍ未満、８００ｐｐｍ未満、６００ｐｐｍ未満、５００ｐｐｍ未満、４００ｐｐｍ
未満、又は３００ｐｐｍ未満の揮発性有機化合物（ＶＯＣ）値を有する。
【０１３１】
　更に有利なことには、既に説明したような感圧性接着剤発泡体又は既に説明したような
感圧性接着剤アセンブリは、テスト方法ＶＤＡ２７８による昇温脱離分析によって測定し
た場合、２０００ｐｐｍ未満、１５００ｐｐｍ未満、１０００ｐｐｍ未満、８００ｐｐｍ
未満、６００ｐｐｍ未満、５００ｐｐｍ未満、４００ｐｐｍ未満、又は３００ｐｐｍ未満
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の揮発性有機化合物（ＶＯＣ）値を有する。
【０１３２】
　更に有利なことには、既に説明したような感圧性接着剤発泡体又は既に説明したような
感圧性接着剤アセンブリは、実験セクションに記載された重量減少試験方法による熱重量
測定分析によって測定した場合、４０００ｐｐｍ未満、３０００ｐｐｍ未満、２５００ｐ
ｐｍ未満、２０００ｐｐｍ未満、１５００ｐｐｍ未満、１０００ｐｐｍ未満、８００ｐｐ
ｍ未満、６００ｐｐｍ未満、５００ｐｐｍ未満、又は４００ｐｐｍ未満の揮発性フォギン
グ化合物（ＦＯＧ）値を有する。
【０１３３】
　更に有利なことには、既に説明したような感圧性接着剤発泡体又は既に説明したような
感圧性接着剤アセンブリは、テスト方法ＶＤＡ２７８による昇温脱離分析によって測定し
た場合、４０００ｐｐｍ未満、３０００ｐｐｍ未満、２５００ｐｐｍ未満、２０００ｐｐ
ｍ未満、１５００ｐｐｍ未満、１０００ｐｐｍ未満、８００ｐｐｍ未満、６００ｐｐｍ未
満、５００ｐｐｍ未満、又は４００ｐｐｍ未満の揮発性フォギング化合物（ＦＯＧ）値を
有する。
【０１３４】
　他の有利な実行例によれば、既に説明したような感圧性接着剤発泡体又は既に説明した
ような感圧性接着剤アセンブリは、実験セクションに記載された静的せん断力試験方法に
よって、７０℃で測定した場合、２０００分より大きい、４０００分より大きい、６００
０分より大きい、８０００分より大きい、又は１００００分より大きい静的せん断強さの
値を有する。
【０１３５】
　本開示は、既に述べたような感圧性接着剤発泡体の製造方法を更に対象とし、その方法
は、
　ａ）ゴム系エラストマー材料と；実験セクションに記載された重量減少試験方法による
熱重量測定分析によって測定した場合、１０００ｐｐｍ未満、８００ｐｐｍ未満、６００
ｐｐｍ未満、４００ｐｐｍ未満、又は２００ｐｐｍ未満の揮発性有機化合物（ＶＯＣ）値
と、１５００ｐｐｍ未満、１０００ｐｐｍ未満、８００ｐｐｍ未満、６００ｐｐｍ未満、
又は５００ｐｐｍ未満の揮発性フォギング化合物（ＦＯＧ）値とを有する、少なくとも１
種類の炭化水素粘着付与剤と；場合により、可塑剤、特にポリイソブチレン可塑剤と；場
合により、好ましくは膨張性微小球及びガラスバブルの群から選択される充填材料と；場
合により、好ましくは多官能基性（メタ）アクリレート化合物の群から選択される架橋剤
とを配合し、それにより、感圧性接着剤発泡体配合物を形成するステップと；
　ｂ）好ましくは化学線で、より好ましくは電子線照射で、感圧性接着剤発泡体配合物を
架橋する、任意に採用されるステップと、を含む。
【０１３６】
　本開示による方法の例示的な一態様によれば、その方法は、溶媒を用いない方法である
。「溶媒を用いない方法」とは、本明細書においては、感圧性接着剤発泡体の製造方法の
加工ステップの最中に添加される溶媒が実質的にないということを反映することを意味し
ている。
【０１３７】
　ある特定の態様においては、感圧性接着剤発泡体の製造方法は、ホットメルト処理ステ
ップ、好ましくは連続ホットメルト混合処理ステップ、より好ましくはホットメルト押出
し処理ステップ、特にツインスクリューホットメルト押出し処理ステップを含む。
【０１３８】
　感圧性接着剤アセンブリを製造するこの方法の特定の態様によれば、感圧性接着剤発泡
体層の液体前駆体が基材上に堆積され、次に、好ましくは、化学線を用いて、電子ビーム
を用いて、又は熱硬化によって、硬化される。
【０１３９】
　この方法の他の例示的な態様によれば、感圧性接着剤発泡体層及び第２の感圧性接着剤
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層、並びに／又は第３の感圧性接着剤層は、個別に調製され、その後、相互に積層される
。
【０１４０】
　この方法の代替的な例示的態様によれば、第２の感圧性接着剤層及び／又は第３の感圧
性接着剤層の液体前駆体は、ＵＶなどの化学線を用いての硬化、γ（ガンマ）線又は電子
ビーム放射を用いての硬化、又は熱硬化による硬化の前に、感圧性接着剤発泡体層の液体
前駆体上に重畳される。この方法は、国際公開第ＷＯ　２０１１０９４３８５（Ａ１）号
に詳述され、その内容は参照により本明細書に組み込まれる。
【０１４１】
　しかしながら、感圧性接着剤アセンブリの製造は、前述の方法に限定されない。例えば
、感圧性接着剤アセンブリは、共押出によって、溶媒系方法によって、又はこれらの組み
合わせによっても製造されてよい。
【０１４２】
　本開示の感圧性接着剤アセンブリは、多様な基材上にコーティング／塗布して、接着剤
コーティングした物品を製造することができる。基材は、可撓性又は非可撓性であること
ができ、ポリマー材料、ガラス若しくはセラミック材料、金属、又はこれらを組み合わせ
たもので形成することができる。適切な高分子基材としては、ポリプロピレン、ポリエチ
レン、ポリ塩化ビニル、ポリエステル（ポリエチレンテレフタレート又はポリエチレンナ
フタレート）、ポリカーボネート、ポリメチル（メタ）アクリレート（ＰＭＭＡ）、酢酸
セルロース、三酢酸セルロース、及びエチルセルロースから調製されるものなどの高分子
フィルムが挙げられるが、これらに限定されない。発泡体裏材を使用することもできる。
その他の基材の例として、ステンレス鋼などの金属、金属又は金属酸化物をコーティング
した高分子材料、金属又は金属酸化物をコーティングしたガラスなどが挙げられるが、こ
れらに限定されない。
【０１４３】
　本開示の感圧性接着剤アセンブリは、ラベル、テープ、標識、カバー、マーキングの印
、ディスプレイ部品、タッチパネルなどの、かかるアセンブリを使用することが従来から
知られている任意の物品に使用され得る。微小複製された表面を有する可撓性裏材も想到
される。
【０１４４】
　感圧性接着剤アセンブリは、特定の基材に適合するように改変された任意の従来のコー
ティング技法を使用して、基材上にコーティング／適用してよい。例えば、感圧性接着剤
アセンブリは、ローラーコーティング、フローコーティング、ディップコーティング、ス
ピンコーティング、スプレーコーティング、ナイフコーティング、及びダイコーティング
などの方法により、さまざまな固体の基材に適用／コーティングされ得る。これらの様々
なコーティング方法は、感圧性接着剤アセンブリを基材上に厚さを変えて定置することを
可能にするものであり、これによりアセンブリはより広い範囲で使用できるようになる。
【０１４５】
　感圧性接着剤アセンブリが適用され得る基材は、特定の用途に応じて選択される。例え
ば、感圧性接着剤アセンブリは、特にその第２及び／又は第３の感圧性接着剤層によって
、シート製品（例えば、装飾用グラフィック製品及び反射性製品）、ラベル素材、及びテ
ープ裏材に適用されてよい。加えて、感圧性接着剤アセンブリは、別の基材又は対象物を
金属パネル（例えば、自動車のパネル）又はガラス窓などの更に別の基材に結合すること
ができるように、パネル又は窓上に直接適用されてもよい。したがって、本開示の感圧性
接着剤アセンブリは、自動車製造業（例えば、外装部品の取り付け用、又はウェザースト
リップ用）において、建設業において、又はソーラーパネル建設業において格別の用途を
見出し得る。
【０１４６】
　そのため、本開示による感圧性接着剤発泡体は、（産業用の）内装用途に特に好適であ
り、特に建設市場用途、自動車用途、又は電子用途により好適である。自動車用途の文脈
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においては、本明細書に記載されるような感圧性接着剤発泡体は、例えば、自動車の車体
のサイドモールディング、目張り、又はバックミラーを接着するために、格別の用途を見
出し得るものである。
【０１４７】
　したがって、本開示は、既に述べたような感圧性接着剤発泡体又は感圧性接着剤アセン
ブリの産業用途への使用、好ましくは（産業用の）内装用途、より好ましくは建設市場用
途、自動車用途、又は電子用途への使用を、更に対象とするものである。
【０１４８】
　一部の態様においては、本開示による感圧性接着剤アセンブリは、表面エネルギーの低
い（ＬＳＥ）基材に対して、強力な接着性結合を形成するのに特に有用であり得る。本開
示の文脈では、「低表面エネルギー基材」という表現は、１ｃｍ当たり３４ダイン未満の
表面エネルギーを有する基材を指すように意図される。そのような材料に含まれるものは
、ポリプロピレン、ポリエチレン（例えば、高密度ポリエチレン又はＨＤＰＥ）、ポリプ
ロピレンをブレンドしたもの（例えば、ＰＰ／ＥＰＤＭ、ＴＰＯ）である。他の基材もま
た、基材の表面上に存在する油残留物などの残留物又は塗料などの被膜により、低表面エ
ネルギーの特性を有し得る。
【０１４９】
　しかしながら、一部の態様においては、感圧性接着剤アセンブリは表面エネルギーの低
い表面に良好に固着するにも関わらず、これらの接着剤の使用は表面エネルギーの低い基
材に限定されない。感圧性接着剤アセンブリは、一部の態様においては、中表面エネルギ
ー（ＭＳＥ）基材に驚くほど良好に結合する。本開示の文脈では、「中表面エネルギー基
材」という表現は、１ｃｍ当たり３４～７０ダイン、典型的には１ｃｍ当たり３４～６０
ダイン、及びより典型的には１ｃｍ当たり３４～５０ダインをなす表面エネルギーを有す
る基材を指すように意図される。かかる材料に含まれるものは、ポリアミド６（ＰＡ６）
、アクリロニトリルブタジエンスチレン（ＡＢＳ）、ＰＣ／ＡＢＳブレンド、ＰＣ、ＰＶ
Ｃ、ＰＡ、ＰＵＲ、ＴＰＥ、ＰＯＭ、ポリスチレン、ポリ（メチルメタクリレート）（Ｐ
ＭＭＡ）、クリアコート表面、特に、車のような車両のためのクリアコート又は産業用途
のためのコーティングした表面、及び繊維強化プラスチックのような複合材料である。
【０１５０】
　表面エネルギーは、典型的には、例えば、ＡＳＴＭのＤ７４９０－０８に記載の接触角
計測法から決定される。
【０１５１】
　したがって、本開示は、低表面エネルギー基材、及び／又は中表面エネルギー基材への
固着結合のための、既に述べたような感圧性接着剤発泡体又は感圧性接着剤アセンブリの
使用を、更に対象とする。
【０１５２】
　感圧性接着剤アセンブリはまた、感圧性接着剤転写テープの形態で提供されてもよく、
これらのテープでは、感圧性接着剤アセンブリの少なくとも１つの層が、後の永久基材へ
の適用のために剥離ライナー上に配設される。感圧性接着剤アセンブリはまた、片面コー
ティングされたテープ又は両面コーティングされたテープとして提供されてもよく、これ
らのテープでは、感圧性接着剤アセンブリが永久裏材上に配設される。裏材は、樹脂（例
えば、二軸延伸ポリプロピレンなどのポリプロピレン、ビニル、ポリエチレン、ポリエス
テル、例えば、ポリエチレンテレフタレート）、不織布（例えば、紙、布、不織布スクリ
ム）、金属箔、発泡体（例えば、ポリアクリル酸、ポリエチレン、ポリウレタン、ネオプ
レン）などから作製することができる。ポリマー発泡体は、３Ｍ社、Ｖｏｌｔｅｋ社、Ｓ
ｅｋｉｓｕｉ社、及びその他の様々な供給業者から市販されている。ポリマー発泡体層は
、感圧性接着剤アセンブリをポリマー発泡体層の片面若しくは両面に有する共押出シート
として形成されてもよく、又は感圧性接着剤アセンブリが、ポリマー発泡体層に積層され
てもよい。感圧性接着剤アセンブリが基材に積層される場合、基材の表面を、接着性を向
上させるように処理することが望ましいことがある。かかる処理は、典型的には、感圧性
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接着剤アセンブリ中の材料及び基材の性質に基づいて選択され、プライマー及び表面改質
（例えば、コロナ処理及び表面磨耗）を含む。
【０１５３】
　片面テープの場合は、感圧性接着剤アセンブリが、裏材の片面に適用され、好適な剥離
材が、裏材の反対側の表面に適用される。剥離材は、既知であり、例えば、シリコーン、
ポリオレフィン、ポリカルバメート、ポリアクリルなどの材料を含む。両面コーティング
テープについては、感圧性接着剤アセンブリが裏材の片面に適用され、別の感圧性接着剤
アセンブリが裏材の反対側の表面に配設される。両面コーティングされたテープは、しば
しば剥離ライナー上に担持される。
【０１５４】
　項目１は、ゴム系エラストマー材料と、少なくとも１種類の炭化水素粘着付与剤とを含
む感圧性接着剤発泡体であって、実験セクションに記載された重量減少試験方法による熱
重量測定分析によって測定した場合、炭化水素粘着付与剤が、１０００ｐｐｍ未満の揮発
性有機化合物（ＶＯＣ）値と、１５００ｐｐｍ未満の揮発性フォギング化合物（ＦＯＧ）
値とを有するものである。
【０１５５】
　項目２は、項目１に記載の感圧性接着剤発泡体であって、実験セクションに記載された
重量減少試験方法による熱重量測定分析によって測定した場合、炭化水素粘着付与剤が、
８００ｐｐｍ未満、６００ｐｐｍ未満、４００ｐｐｍ未満、又は２００ｐｐｍ未満の揮発
性有機化合物（ＶＯＣ）値を有するものである。
【０１５６】
　項目３は、項目１又は２のいずれか一項目に記載の感圧性接着剤発泡体であって、実験
セクションに記載された重量減少試験方法による熱重量測定分析によって測定した場合、
炭化水素粘着付与剤が、１０００ｐｐｍ未満、８００ｐｐｍ未満、６００ｐｐｍ未満、又
は５００ｐｐｍ未満の揮発性フォギング化合物（ＦＯＧ）値を有するものである。
【０１５７】
　項目４は、項目１～３のいずれか一項目に記載の感圧性接着剤発泡体であって、実験セ
クションに記載されたオーブン気体放出試験法による重量減少分析によって測定した場合
、炭化水素粘着付与剤が、１重量％未満、０．８重量％未満、０．６重量％未満、０．５
重量％未満、０．４重量％未満、０．３重量％未満、０．２重量％未満、又は０．１重量
％未満の気体放出値を有するものである。
【０１５８】
　項目５は、項目１～４のいずれか一項目に記載の感圧性接着剤発泡体であって、好まし
くは、ポリイソブチレン、鉱物油、エチレンプロピレンジエンモノマーゴム、液体炭化水
素樹脂、及びそれらを任意で組み合わせたもの若しくは混合したものからなる群から選択
される可塑剤を更に含むものである。
【０１５９】
　項目６は、項目１～５のいずれか一項目に記載の感圧性接着剤発泡体であって、ポリイ
ソブチレン可塑剤の群から選択される可塑剤を更に含むものである。
【０１６０】
　項目７は、項目５又は６のいずれか一項目に記載の感圧性接着剤発泡体であって、実験
セクションに記載された重量減少試験方法による熱重量測定分析によって測定した場合、
可塑剤、特にポリイソブチレン可塑剤が、１０００ｐｐｍ未満、８００ｐｐｍ未満、６０
０ｐｐｍ未満、４００ｐｐｍ未満、又は２００ｐｐｍ未満の揮発性有機化合物（ＶＯＣ）
値を有するものである。
【０１６１】
　項目８は、項目５～７のいずれか一項目に記載の感圧性接着剤発泡体であって、実験セ
クションに記載された重量減少試験方法による熱重量測定分析によって測定した場合、可
塑剤、特にポリイソブチレン可塑剤が、２５００ｐｐｍ未満、２０００ｐｐｍ未満、１５
００ｐｐｍ未満、１０００ｐｐｍ未満、８００ｐｐｍ未満、６００ｐｐｍ未満、又は５０
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０ｐｐｍ未満の、揮発性フォギング化合物（ＦＯＧ）値を有するものである。
【０１６２】
　項目９は、項目５～８のいずれか一項目に記載の感圧性接着剤発泡体であって、実験セ
クションに記載されたオーブン気体放出試験法による重量減少分析によって測定した場合
、可塑剤、特にポリイソブチレン可塑剤が、１重量％未満、０．８重量％未満、０．６重
量％未満、０．５重量％未満、０．４重量％未満、０．３重量％未満、０．２重量％未満
、又は０．１重量％未満の気体放出値を有するものである。
【０１６３】
　項目１０は、項目１～９のいずれか一項目に記載の感圧性接着剤発泡体であって、好ま
しくは化学線で、より好ましくは電子線照射で架橋されるものである。
【０１６４】
　項目１１は、項目１０に記載の感圧性接着剤発泡体であって、その感圧性接着剤発泡体
は電子線照射で架橋され、電子線照射量が好ましくは、１５０ｋＧｙ未満、１３０ｋＧｙ
未満、１００ｋＧｙ未満、８０ｋＧｙ未満、５０ｋＧｙ未満、又は３０ｋＧｙ未満である
ものである。
【０１６５】
　項目１２は、項目１０又は１１のいずれか一項目に記載の感圧性接着剤発泡体であって
、電子線照射量が、少なくとも５ｋＧｙ、少なくとも１０ｋＧｙ、又は少なくとも２０ｋ
Ｇｙであるものである。
【０１６６】
　項目１３は、項目１～１２のいずれか一項目に記載の感圧性接着剤発泡体であって、好
ましくは化学線で、より好ましくは電子線照射で活性化される架橋添加剤を更に含むもの
である。
【０１６７】
　項目１４は、項目８に記載の感圧性接着剤発泡体であって、架橋剤が、多官能基性（メ
タ）アクリレート化合物の群から選択されるものである。
【０１６８】
　項目１５は、項目１～１４のいずれか一項目に記載の感圧性接着剤発泡体であって、そ
の感圧性接着剤発泡体が多官能基性（メタ）アクリレート化合物を更に含み、その多官能
基性（メタ）アクリレート化合物が好ましくは、少なくとも２つの（メタ）アクリロイル
基、特に３つ又は４つの（メタ）アクリロイル基、より特には３つの（メタ）アクリロイ
ル基を含むものである。
【０１６９】
　項目１６は、項目１～１５のいずれか一項目に記載の感圧性接着剤発泡体であって、好
ましくは、微小球、膨張性微小球、好ましくはペンタン充填膨張性微小球、ガス空洞体、
ガラスビーズ、ガラス微小球、ガラスバブル、及びそれらを任意で組み合わせたもの若し
くは混合したものからなる群から選択される、少なくとも１種類の充填材料を更に含むも
のである。
【０１７０】
　項目１７は、項目１６に記載の多層感圧性接着剤アセンブリであって、少なくとも１つ
の充填材料が、膨張性微小球、ガラスバブル、及びこれらを任意で組み合わせたもの若し
くは混合したものからなる群から選択されるものである。
【０１７１】
　項目１８は、項目１～１７のいずれか一項目に記載の感圧性接着剤発泡体であって、ゴ
ム系エラストマー材料が、天然ゴム、合成ゴム、熱可塑性エラストマー材料、非熱可塑性
エラストマー材料、熱可塑性炭化水素エラストマー材料、非熱可塑性炭化水素エラストマ
ー材料、及びそれらを任意で組み合わせたもの若しくは混合したものからなる群から選択
されるものである。
【０１７２】
　項目１９は、項目１～１８のいずれか一項目に記載の感圧性接着剤発泡体であって、ゴ
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ム系エラストマー材料が、ハロゲン化ブチルゴム、特にブロモブチルゴム及びクロロブチ
ルゴム；ハロゲン化イソブチレン－イソプレンコポリマー；ブロモ－イソブチレン－イソ
プレンコポリマー；クロロ－イソブチレン－イソプレンコポリマー；ブロックコポリマー
；オレフィン系ブロックコポリマー；ブチルゴム；合成ポリイソプレン；エチレン－オク
チレンゴム；エチレン－プロピレンゴム；エチレン－プロピレンランダムコポリマー；エ
チレン－プロピレン－ジエンモノマーゴム；ポリイソブチレン；ポリ（アルファ－オレフ
ィン）；エチレン－アルファ－オレフィンコポリマー；エチレン－アルファ－オレフィン
ブロックコポリマー；スチレン系ブロックコポリマー；スチレン－イソプレン－スチレン
ブロックコポリマー；スチレン－ブタジエン－スチレンブロックコポリマー；スチレン－
エチレン／ブタジエン－スチレンブロックコポリマー；スチレン－エチレン／プロピレン
－スチレンブロックコポリマー；スチレン－ブタジエンランダムコポリマー；オレフィン
系ポリマー及びコポリマー；エチレン－プロピレンランダムコポリマー；エチレン－プロ
ピレン－ジエンターポリマー；並びにそれらを任意で組み合わせたもの若しくは混合した
ものからなる群から選択されるものである。
【０１７３】
　項目２０は、項目１～１９のいずれか一項目に記載の感圧性接着剤発泡体であって、ゴ
ム系エラストマー材料が、ハロゲン化イソブチレン－イソプレンコポリマー、特にブロモ
－イソブチレン－イソプレンコポリマー及びクロロ－イソブチレン－イソプレンコポリマ
ー；オレフィン系ブロックコポリマー、特にエチレン－オクチレンブロックコポリマー及
びエチレン－プロピレン－ブチレンコポリマー；スチレン－イソプレン－スチレンブロッ
クコポリマー；スチレン－ブタジエン－スチレンブロックコポリマー、並びにそれらを任
意で組み合わせたもの若しくは混合したものからなる群から選択されるものである。
【０１７４】
　項目２１は、項目１～２０のいずれか一項目に記載の感圧性接着剤発泡体であって、ゴ
ム系エラストマー材料が、ハロゲン化イソブチレン－イソプレンコポリマー、特にブロモ
－イソブチレン－イソプレンコポリマー及びクロロ－イソブチレン－イソプレンコポリマ
ー；オレフィン系ブロックコポリマー、特にエチレン－オクチレンブロックコポリマー及
びエチレン－プロピレン－ブチレンコポリマー；並びにそれらを任意で組み合わせたもの
若しくは混合したものからなる群から選択されるものである。
【０１７５】
　項目２２は、項目１～２１のいずれか一項目に記載の感圧性接着剤発泡体であって、炭
化水素粘着付与剤が、脂肪族の炭化水素樹脂、環式脂肪族の炭化水素樹脂、芳香族修飾脂
肪族及び環式脂肪族樹脂、芳香族樹脂、水素添加炭化水素樹脂、テルペン及び修飾テルペ
ン樹脂、テルペン－フェノール樹脂、ロジンエステル、並びにそれらを任意で組み合わせ
たもの若しくは混合したものからなる群から選択されるものである。
【０１７６】
　項目２３は、項目１～２２のいずれか一項目に記載の感圧性接着剤発泡体であって、
　ａ）感圧性接着剤発泡体の重量に基づいて２０重量％～８０重量％、３０重量％～７０
重量％、又は４０重量％～６０重量％のゴム系エラストマー材料と；
　ｂ）感圧性接着剤発泡体の重量に基づいて５重量％～６０重量％、５重量％～５０重量
％、１０重量％～４５重量％、又は１５重量％～４５重量％の炭化水素粘着付与剤と；
　ｃ）感圧性接着剤発泡体の重量に基づいて１重量％～４０重量％、２重量％～３０重量
％、５重量％～３０重量％、又は１０重量％～２５重量％の任意に用いられる可塑剤、特
にポリイソブチレン可塑剤と；
　ｄ）好ましくは膨張性微小球及びガラスバブルの群から選択され、感圧性接着剤発泡体
の重量に基づいて２重量％～３０重量％、２重量％～２０重量％、又は２重量％～１５重
量％の、任意に用いられる充填材料と；
　ｅ）好ましくは多官能基性（メタ）アクリレート化合物の群から選択され、感圧性接着
剤発泡体の重量に基づいて０．１重量％～１０重量％、０．５重量％～８重量％、１重量
％～６重量％、又は２重量％～５重量％の、任意に用いられる架橋形成添加剤と、を含む
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ものである。
【０１７７】
　項目２４は、項目１～２３のいずれか一項目に記載の感圧性接着剤発泡体を含む感圧性
接着剤アセンブリである。
【０１７８】
　項目２５は、項目２４に記載の感圧性接着剤アセンブリであって、感圧性接着剤発泡体
が、ポリマー発泡体層の形態をとるものである。
【０１７９】
　項目２６は、項目２４又は２５のいずれか一項目に記載感圧性接着剤アセンブリであっ
て、感圧接着剤発泡体層に隣接する第２の感圧接着剤層を更に含む多層感圧接着剤アセン
ブリの形態であるものである。
【０１８０】
　項目２７は、項目２６に記載の感圧性接着剤アセンブリであって、その感圧性接着剤ア
センブリが外皮／コア多層感圧接着剤アセンブリの形態であり、感圧性接着剤発泡体層が
、多層感圧接着剤アセンブリのコア層であり、第２の感圧接着剤層が、多層感圧接着剤ア
センブリの外皮層であるものである。
【０１８１】
　項目２８は、項目２６又は２７のいずれか一項目に記載の感圧性接着剤アセンブリであ
って、その感圧性接着剤アセンブリが、第２の感圧性接着剤層に隣接する感圧性接着剤発
泡体層の側部と逆側の感圧性接着剤発泡体層の側部で、感圧性接着剤発泡体層に隣接する
ことが好ましい第３の感圧性接着剤層を更に含む、多層感圧接着剤アセンブリの形態であ
るものである。
【０１８２】
　項目２９は、項目２８に記載の感圧性接着剤アセンブリであって、その感圧性接着剤ア
センブリが外皮／コア／外皮の多層感圧性接着剤アセンブリの形態であり、感圧性接着剤
発泡体層は多層感圧性接着剤アセンブリのコア層であり、第２の感圧性接着剤層は多層感
圧性接着剤アセンブリの第１の外皮層であり、第３の感圧性接着剤層は多層感圧性接着剤
アセンブリの第２の外皮層であるものである。
【０１８３】
　項目３０は、項目２６～２９のいずれか一項目に記載の感圧性接着剤アセンブリであっ
て、プライマー層が、感圧性接着剤発泡体層と、第２の感圧性接着剤層及び／又は第３の
感圧性接着剤層との間に含まれているものである。
【０１８４】
　項目３１は、項目３０に記載の感圧性接着剤アセンブリであって、プライマー層が、好
ましくは化学線で、より好ましくは電子線照射で架橋可能であるものである。
【０１８５】
　項目３２は、項目３１に記載の感圧性接着剤アセンブリであって、プライマー層が、好
ましくは化学線で、より好ましくは電子線照射で架橋可能である架橋添加剤を含むもので
ある。
【０１８６】
　項目３３は、項目３２に記載の感圧性接着剤アセンブリであって、プライマー層が、多
官能基性（メタ）アクリレート化合物の群から選択される架橋添加剤を含み、その多官能
基性（メタ）アクリレート化合物が好ましくは、少なくとも２つの（メタ）アクリロイル
基、特に３つ又は４つの（メタ）アクリロイル基、より特には３つの（メタ）アクリロイ
ル基を含むものである。
【０１８７】
　項目３４は、項目２４～３３のいずれか一項目に記載の感圧性接着剤アセンブリであっ
て、好ましくは化学線で、より好ましくは電子線照射で架橋されるものである。
【０１８８】
　項目３５は、項目３４に記載の感圧性接着剤アセンブリであって、その感圧性接着剤ア
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センブリは電子線照射で架橋され、電子線照射量が好ましくは、１５０ｋＧｙ未満、１３
０ｋＧｙ未満、１００ｋＧｙ未満、８０ｋＧｙ未満、５０ｋＧｙ未満、又は３０ｋＧｙ未
満であるものである。
【０１８９】
　項目３６は、項目３５に記載の感圧性接着剤アセンブリであって、電子線照射量が、少
なくとも５ｋＧｙ、少なくとも１０ｋＧｙ、又は少なくとも２０ｋＧｙであるものである
。
【０１９０】
　項目３７は、項目２４～３６のいずれか１つに記載の多層感圧性接着剤アセンブリであ
って、第２の感圧性接着剤層及び／又は第３の感圧性接着剤層が、ポリアクリレート、ポ
リウレタン、ポリオレフィン、ポリアミン、ポリアミド、ポリエステル、ポリエーテル、
ポリイソブチレン、ポリスチレン、ポリビニル、ポリビニルピロリドン、天然ゴム、合成
ゴム、及びこれらを任意で組み合わせたもの、コポリマー、又は混合物からなる群から選
択されるポリマー系材料を含むものである。
【０１９１】
　項目３８は、項目３７に記載の感圧性接着剤アセンブリであって、第２の感圧性接着剤
層及び／又は第３の感圧性接着剤層は、ポリアクリレートからなる群から選択されるポリ
マー系材料を含み、そのポリアクリレートの主要なモノマー成分は、好ましくは１個～３
０個、１個～２０個、又は１個～１５個の炭素原子を含む直鎖又は分枝鎖アルキル基を有
する、直鎖又は分枝鎖アルキル（メタ）アクリレートエステル、好ましくは非極性の直鎖
又は分枝鎖アルキル（メタ）アクリレートエステルを好ましくは含むものである。
【０１９２】
　項目３９は、項目３７又は３８に記載の感圧性接着剤アセンブリであって、第２の感圧
性接着剤層及び／又は第３の感圧性接着剤層は、ポリアクリレートからなる群から選択さ
れるポリマー系材料を含み、そのポリアクリレートの主要なモノマー成分は、メチル（メ
タ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、ｎ－プロピル（メタ）アクリレート、
イソプロピル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチルアクリレート、イソブチルアクリレート
、ｔｅｒｔ－ブチル（メタ）アクリレート、ｎ－ペンチル（メタ）アクリレート、イソ－
ペンチル（メタ）アクリレート、ｎ－ヘキシル（メタ）アクリレート、イソ－へキシル（
メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、フェニル（メタ）アクリレ
ート、オクチル（メタ）アクリレート、イソ－オクチル（メタ）アクリレート、２－オク
チル（メタ）アクリレート、２－エチルへキシル（メタ）アクリレート、デシル（メタ）
アクリレート、ラウリル（メタ）アクリレート、２－プロピルヘプチル（メタ）アクリレ
ート、ステアリル（メタ）アクリレート、イソボルニルアクリレート、ベンジル（メタ）
アクリレート、オクタデシルアクリレート、ノニルアクリレート、ドデシルアクリレート
、イソフォリル（メタ）アクリレート、及びこれらを任意で組み合わせたもの若しくは混
合したものからなる群から選択される、直鎖又は分枝鎖アルキル（メタ）アクリレートエ
ステルを含むものである。
【０１９３】
　項目４０は、項目３９に記載の感圧性接着剤アセンブリであって、直鎖又は分枝鎖アル
キル（メタ）アクリレートエステルは、イソ－オクチル（メタ）アクリレート、２－エチ
ルへキシル（メタ）アクリレート、２－プロピルヘプチル（メタ）アクリレート、ブチル
アクリレート、及びこれらを任意で組み合わせたもの若しくは混合したものからなる群か
ら、より好ましくは、イソ－オクチルアクリレート、２－エチルへキシルアクリレート、
及び２－プロピルヘプチルアクリレートからなる群から、選択されるものである。
【０１９４】
　項目４１は、項目１～４０のいずれか一項目に記載の感圧性接着剤発泡体又は感圧性接
着剤アセンブリであって、実験セクションに記載された重量減少試験方法による熱重量測
定分析によって測定した場合、その感圧性接着剤発泡体又は感圧性接着剤アセンブリが、
２０００ｐｐｍ未満、１５００ｐｐｍ未満、１０００ｐｐｍ未満、８００ｐｐｍ未満、６
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００ｐｐｍ未満、５００ｐｐｍ未満、４００ｐｐｍ未満、又は３００ｐｐｍ未満の揮発性
有機化合物（ＶＯＣ）値を有するものである。
【０１９５】
　項目４２は、項目１～４１のいずれか一項目に記載の感圧性接着剤発泡体又は感圧性接
着剤アセンブリであって、テスト方法ＶＤＡ２７８による昇温脱離分析によって測定した
場合、その感圧性接着剤発泡体又は感圧性接着剤アセンブリが、２０００ｐｐｍ未満、１
５００ｐｐｍ未満、１０００ｐｐｍ未満、８００ｐｐｍ未満、６００ｐｐｍ未満、５００
ｐｐｍ未満、４００ｐｐｍ未満、又は３００ｐｐｍ未満の揮発性有機化合物（ＶＯＣ）値
を有するものである。
【０１９６】
　項目４３は、項目１～４２のいずれか一項目に記載の感圧性接着剤発泡体又は感圧性接
着剤アセンブリであって、実験セクションに記載された重量減少試験方法による熱重量測
定分析によって測定した場合、その感圧性接着剤発泡体又は感圧性接着剤アセンブリが、
４０００ｐｐｍ未満、３０００ｐｐｍ未満、２５００ｐｐｍ未満、２０００ｐｐｍ未満、
１５００ｐｐｍ未満、１０００ｐｐｍ未満、８００ｐｐｍ未満、６００ｐｐｍ未満、５０
０ｐｐｍ未満、又は４００ｐｐｍ未満の揮発性フォギング化合物（ＦＯＧ）値を有するも
のである。
【０１９７】
　項目４４は、項目１～４３のいずれか一項目に記載の感圧性接着剤発泡体又は感圧性接
着剤アセンブリであって、テスト方法ＶＤＡ２７８による昇温脱離分析によって測定した
場合、その感圧性接着剤発泡体又は感圧性接着剤アセンブリが、４０００ｐｐｍ未満、３
０００ｐｐｍ未満、２５００ｐｐｍ未満、２０００ｐｐｍ未満、１５００ｐｐｍ未満、１
０００ｐｐｍ未満、８００ｐｐｍ未満、６００ｐｐｍ未満、５００ｐｐｍ未満、又は４０
０ｐｐｍ未満の揮発性フォギング化合物（ＦＯＧ）値を有するものである。
【０１９８】
　項目４５は、項目１～４４のいずれか一項目に記載の感圧性接着剤発泡体又は感圧性接
着剤アセンブリであって、実験セクションに記載された静的せん断力試験方法によって、
７０℃で測定した場合、その感圧性接着剤発泡体又は感圧性接着剤アセンブリが、２００
０分より大きい、４０００分より大きい、６０００分より大きい、８０００分より大きい
、又は１００００分より大きい静的せん断強さの値を有するものである。
【０１９９】
　項目４６は、項目１～２４のいずれか一項目に記載の感圧性接着剤発泡体の製造方法で
あって、その方法は、
　ａ）ゴム系エラストマー材料と；少なくとも１種類の炭化水素粘着付与剤と；場合によ
り、可塑剤、特にポリイソブチレン可塑剤と；場合により、好ましくは膨張性微小球及び
ガラスバブルの群から選択される充填材料と；場合により、好ましくは多官能基性（メタ
）アクリレート化合物の群から選択される架橋剤とを混ぜて、それにより、感圧性接着剤
発泡体配合物を形成するステップであって、その炭化水素粘着付与剤とポリイソブチレン
可塑剤とが、実験セクションに記載された重量減少試験方法による熱重量測定分析によっ
て測定した場合、１０００ｐｐｍ未満、８００ｐｐｍ未満、６００ｐｐｍ未満、４００ｐ
ｐｍ未満、又は２００ｐｐｍ未満の揮発性有機化合物（ＶＯＣ）値と、１５００ｐｐｍ未
満、１０００ｐｐｍ未満、８００ｐｐｍ未満、６００ｐｐｍ未満、又は５００ｐｐｍ未満
の揮発性フォギング化合物（ＦＯＧ）値とを有するステップと、
　ｂ）好ましくは化学線で、より好ましくは電子線照射で、感圧性接着剤発泡体配合物を
架橋する、任意に採用されるステップと、を含む。
【０２００】
　項目４７は、項目４６に記載の方法であって、その方法が、溶媒を用いない方法である
ものである。
【０２０１】
　項目４８は、項目４６又は４７のいずれか一項目に記載の方法であって、その方法が、
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ホットメルト処理ステップ、好ましくは連続ホットメルト混合処理ステップ、より好まし
くはホットメルト押出し処理ステップ、特にツインスクリューホットメルト押出し処理ス
テップを含むものである。
【０２０２】
　項目４９は、項目１～４５のいずれか一項目に記載の感圧性接着剤発泡体又は感圧性接
着剤アセンブリの使用であって、その使用は、好ましくは内装用途、より好ましくは建設
市場用途、自動車用途、又は電子用途であるものである。
【実施例】
【０２０３】
　以下の実施例により本開示が更に説明される。これらの実施例は単に例示のためのもの
に過ぎず、添付の請求項の範囲を限定することを意図するものではない。
【０２０４】
　試験方法及び手順
　ＴＧＡ試験方法
　ＴＧＡ（熱重量測定分析）測定を、テキサスインスツルメンツ社製、Ｑ５０００ＩＲ装
置を用いて実行する。試料をプラチナ製の皿に量り取り、オートサンプラで、装置のオー
ブン内に置く。オーブンを通す窒素の流量は、２５ｍＬ／分、秤を通す窒素の流量は、１
０ｍＬ／分である。温度は３０℃で平衡化されて、１５分間維持される。次に温度を９０
℃まで、６０℃／分の割合で上昇させる。次に温度９０℃を３０分間維持する。次のステ
ップにおいて、温度を１２０℃まで、６０℃／分の割合で上昇させる。温度１２０℃を６
０分間維持する。９０℃の温度での３０分間の間に失われた重量を記録（ＶＯＣ分析）し
、１２０℃の温度での６０分間の間に失われた重量を記録（ＦＯＧ分析）する。
【０２０５】
　次に、温度を８００℃まで、１０℃／分の割合で上昇させ、試験を完了する。次に、温
度を６００℃で平衡化し、オーブンを空気でパージして、温度を９００℃まで、１０℃／
分の割合で上昇させる。
【０２０６】
　オーブン気体放出試験法
　原材料の試料からの気体放出の測定が、１０ｇの選択された原材料をアルミニウムのカ
ップに、０．１ｍｇの精度で量りとることによって実現される。このステップに先立って
、アルミニウムのカップはあらかじめ、同じ０．１ｍｇの精度で量っておく。量りとった
試料を、次に強制空気オーブン内に入れ、１６０℃で２時間置く。試料をオーブンから取
り出して、周囲の温度（２３℃±２℃）で冷まし、試料を入れたままのアルミニウムのカ
ップを計量する。オーブン内で乾燥させる前後での重量減少を、％で計算し、記録する。
【０２０７】
　ＶＤＡの２７８試験法による有機排出物の昇温脱離分析
　ＶＤＡの２７８法は、自動車の内装を製造するために用いられる非金属製トリム部品か
らの有機排出物量を決定するために用いられる試験方法である（なおＶＤＡとは、「Ｖｅ
ｒｂａｎｄ　ｄｅｒ　Ａｕｔｏｍｏｂｉｌｉｎｄｕｓｔｒｉｅ」すなわちドイツの自動車
業界団体である）。この方法では、排出される有機化合物を２つのグループに分類する：
　ＶＯＣ値：ｎ－Ｃ２０までの、揮発性化合物及び反揮発性化合物の総量
　ＦＯＧ値：ｎ－Ｃ１６～ｎ－Ｃ３２の半揮発性化合物及び重化合物の総量
【０２０８】
　ＶＯＣ値及びＦＯＧ値を測定するには、３０ｍｇ±５ｍｇの接着剤試料が空のガラス製
試料管に直接量りとられる。揮発性及び半揮発性有機化合物が、試料から気体の流れの中
に抽出され、次に二次的トラップに再び集められて、その後ＧＣに分析のため注入される
。自動熱脱着装置（Ｍａｒｋｅｓ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ社製、Ｕｌｔｒａ－ＵＮ
ＩＴＹシステム）をここで用いて、ＶＤＡの２７８試験法を実施する。
【０２０９】
　この試験方法は、２つの抽出段階を含む：
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　－ＶＯＣ分析：試料を９０℃で３０分間にわたって脱着させ、ｎ－Ｃ２０までのＶＯＣ
を抽出することを伴う。この後、それぞれの化合物の、試料１ｇ当たりのμｇトルエン当
量として、半定量分析を実行する。
　－ＦＯＧ分析：試料を１２０℃で６０分間にわたって脱着させ、ｎ－Ｃ１６～ｎ－Ｃ３

２の範囲の半揮発性化合物を抽出することを伴う。この後、それぞれの化合物の、試料１
ｇ当たりのμｇヘキサデカン当量として、半定量分析を実行する。
【０２１０】
　各試料について３回測定した平均を、測定結果とする。ＶＯＣ値は、２回の測定で決定
する。ＶＤＡの２７８試験法に説明されているように、その測定値のうちのより高い方の
値を結果として示す。ＦＯＧ値を決定するために、第２の試料がＶＯＣ分析の後も脱着管
内に保持され、１２０℃まで６０分間、再加熱する。
【０２１１】
　３００ｍｍ／分での９０°剥離試験（ＦＩＮＡＴ試験法Ｎｏ．２、第８版、２００９年
による）
　１０ｍｍの幅及び１２０ｍｍ超の長さを有する、本開示に従う感圧性接着剤アセンブリ
のストリップを、試料材料から機械方向に切り取る。
【０２１２】
　試験試料を用意するために、まずライナーを１つの接着剤面から除去し、寸法２２ｃｍ
×１．６ｃｍ、厚さ０．１３ｍｍのアルミニウムストリップ上に定置した。次に、ライナ
ーを除去した後に、ＰＳＡアセンブリの各ストリップの接着剤でコーティングした面を、
その接着剤面を下向きにして、軽く指で押しながら清潔な試験パネル上に配置する。次に
、試験試料を、標準ＦＩＮＡＴ試験ローラー（重量６．８ｋｇ）を用いて、約１０ｍｍ／
秒の速度で２回回転させて、接着剤の塊と表面との間に密着接触を得る。感圧性接着剤ア
センブリのストリップを試験パネルに適用した後、試験試料を、試験に先行して周囲室温
（２３℃±２℃、相対湿度５０％±５％）にて２４時間滞留させる。
【０２１３】
　剥離試験のために、試験試料を、第１の工程として、Ｚｗｉｃｋ／Ｒｏｅｌｌ社、（ド
イツ国、Ｕｌｍ），から市販されているＺｗｉｃｋ引張試験機（Ｍｏｄｅｌ　Ｚ０２０）
の下方可動掴み具内に締め付け固定する。多層感圧性接着剤フィルムのストリップを、９
０°の角度にて折り返し、その自由端を、９０°測定用に一般に利用される構成にした引
張試験機の上方掴み具で掴ませる。引張試験機は、３００ｍｍ／分の掴み具分離速度に設
定される。試験結果を、１０ｍｍあたりのＮｅｗｔｏｎ（Ｎ／１０ｍｍ）として表す。引
用される剥離値は、２回の９０°剥離測定値の平均である。
【０２１４】
　５００ｇ、室温での静的せん断試験（試験方法、ＦＩＮＡＴ試験法Ｎｏ．８、第８版、
２００９に従う）
　室温（２３℃±２℃、及び相対湿度５０％±５％）で試験を実行する。試験片を１２．
７ｍｍ×２５．４ｍｍの寸法を有するように切断する。次に試験片の片面からライナ－を
除去し、接着剤を、２５．４ｍｍ×５０ｍｍ×１ｍｍ（厚）の寸法を有し、重り用の穴を
有するアルミニウム板に接着させる。その後、第２のライナーを試験片から除去し、この
試験片を有する小さなパネルを試験パネル（ステンレス鋼）（寸法５０ｍｍ×５０ｍｍ×
２ｍｍ（短辺））に貼り付ける。
【０２１５】
　次に、試験サンプルを、標準ＦＩＮＡＴ試験ローラー（重量６．８ｋｇ）を用いて、約
１０ｍｍ／秒の速度で２回回転させて、接着剤の塊と表面との間に密着接触を得る。感圧
性接着剤アセンブリのストリップを試験パネルに適用した後、試験試料を、試験に先行し
て周囲室温（２３℃±２℃、相対湿度５０％±５％）にて２４時間滞留させる。
【０２１６】
　次に、自動のタイムロガーを有する垂直なせん断スタンド（＋２°の配置）に各サンプ
ルを入れた後、５００ｇの重りをアルミニウムストリップの穴に入れて吊るす。破損まで
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の時間を測定し、分単位で記録する。目標値は１０．０００分である。試験片当たり２つ
の試料を測定する。「１００００＋」と記録された時間は、接着剤が１００００分経って
も破損されないことを示す。
【０２１７】
　５００ｇ、７０℃での静的せん断試験（ＦＩＮＡＴ試験方法Ｎｏ．８、第８版、２００
９に従う）
　試験は７０℃で実行する。試験片を１２．７ｍｍ×５．４ｍｍの寸法を有するように切
断する。次に試験片の片面からライナ－を除去し、接着剤を、２５．４ｍｍ×５０ｍｍ×
１ｍｍ（厚）の寸法を有し、重り用の穴を有するアルミニウム板に接着させる。その後、
第２のライナーを試験片から除去し、この試験片を有する小さなパネルを試験パネル（ス
テンレス鋼）（寸法５０ｍｍ×５０ｍｍ×２ｍｍ（短辺））に貼り付ける。
【０２１８】
　次に、試験サンプルを、標準ＦＩＮＡＴ試験ローラー（重量６．８ｋｇ）を用いて、約
１０ｍｍ／秒の速度で２回回転させて、接着剤の塊と表面との間に密着接触を得る。感圧
性接着剤アセンブリのストリップを試験パネルに適用した後、試験試料を、試験に先行し
て周囲室温（２３℃±２℃、相対湿度５０％±５％）にて２４時間滞留させる。
【０２１９】
　次に、自動のタイムロガーを有する垂直な、温度７０℃のせん断スタンド（＋２°の配
置）に各サンプルを入れる。オーブン内に１０分間の滞留させた後、５００ｇの重りをア
ルミニウムストリップの穴に入れて吊るす。破損までの時間を測定し、分単位で記録する
。目標値は１００００分である。試験片当たり２つの試料を測定する。「１００００＋」
と記録された時間は、接着剤が１００００分経っても破損されないことを示す。
【０２２０】
　使用される原材料：
　使用される原材料及び市販の接着テープについて、下記の表１にまとめた。
【０２２１】
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【表１】

【０２２２】
　接着剤混練及び試料調製：
　接着発泡体の調製
　ゴム系エラストマー材料としてオレフィン系又はＳＩＳ系ブロックコポリマーを含む、
大部分の感圧性接着剤は、混練体積３７０ｃｍ３で、Ｂｒａｂｅｎｄｅｒ　Ｂｒａｂｅｎ
ｄｅｒ社（ドイツ国、Ｄｕｉｓｂｕｒｇ）から市販のＢｒａｂｅｎｄｅｒ　Ｐｌａｓｔｏ
ｇｒａｐｈ混錬機を用いる、ホットメルト処理で製造される。ブロモブチルゴム系の発泡
体は、混練体積２５０ｃｍ３で、Ｈａａｋｅ　Ｐｏｌｙｌａｂ　ＯＳ混練機内で、ホット
メルト混練される。
【０２２３】
　第１のステップにおいては、選択されたゴム系エラストマー材料、炭化水素粘着付与剤
樹脂、及び可塑剤を、３０ｒｐｍの一定の混練速度で混練しながら慎重に添加する。ブロ
モブチルゴムの場合、ゴムブロックから３ｃｍ×３ｃｍの寸法のゴムブロック複数を切り
出し、切り出したゴムブロックを混練機に投入する前に、強制空気オーブン内で６０℃に
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【０２２４】
　第２のステップにおいては、Ｋ３７ガラスバブルが添加され、均質な塊が得られるまで
混合物を混ぜる。最後のステップにおいては、所与の量のメタアクリレート架橋剤ＳＲ３
５０を添加して、混合したものが均質になるまで混練する。次に得られた塊を取り出す。
【０２２５】
　Ｒｕｃｋｓ　Ｍａｓｃｈｉｅｎｅｎｂａｕ社（ドイツ国、Ｇｌａｕｃｈａｕ）より市販
の５０ｋＮの熱プレス機を１２０℃で作動し、発泡体の塊を、シリコーンコート紙製の２
枚のライナー間に置き、１．２ｍｍ厚のシートになるまでプレスする。
【０２２６】
　感圧性接着剤の電子線照射
　Ｅｌｅｃｔｒｏｎ　Ｃｒｏｓｓｌｉｎｋｉｎｇ　ＡＢ社（ドイツ国、Ｎｅｈｒｅｎ）よ
り市販の８０～３００ｋＶ電子線照射装置を用いて、得られた発泡体のシートに電子線を
照射する。電子線照射に先立って、上側のライナーを取り外す。次に発泡体シートを、両
面から電子線照射する。オレフィン系ブロックコポリマー系発泡体の場合には、２６５ｋ
Ｖの加速電圧が用いられ、８６０ｇ／ｍ２～９００ｇ／ｍ２の発泡体シートに対する最良
のイオン化プロファイルを提供する。これらの発泡体シートは、それぞれの側から、各々
１００ｋＧｙの照射量で照射をされる。窒素ギャップは３０ｍｍに調節される。
【０２２７】
　ブロモブチルゴム系発泡体の場合、２９５ｋＶの加速電圧を用いるが、これにより、１
０５６ｇ／ｍ３の発泡体シートに対する最良のイオン化プロファイルを提供する。これら
の発泡体シートは、それぞれの側から、各々１０ｋＧｙ、２０ｋＧｙ、及び３０ｋＧｙと
いう少ない照射量で照射される。ここでもまた、窒素ギャップは３０ｍｍに調節される。
最後に、スチレン系ブロックコポリマー系の発泡体シートの場合には、２７０ｋＶの加速
電圧が選択され、８８０～９２０ｇ／ｍ２の発泡体シートに対して最良のイオン化プロフ
ァイルを提供する。それぞれの側から、オレフィン系ブロックコポリマー系の発泡体シー
トに対するのと同じ１００ｋＧｙの照射量が選択される。ここでもまた、窒素ギャップは
３０ｍｍに調節される。
【０２２８】
　感圧性接着剤アセンブリの製造
　本開示による感圧性接着剤アセンブリを提供するために、電子線照射した発泡体シート
を、３Ｍドイツ社（ドイツ国）より市販のＰｒｉｍｅｒ　９４の薄層又は電子線硬化性の
プライマーの薄層で、下塗りする。溶媒系のプライマーＰ９４を用いる場合には、溶媒を
蒸発させた後で、アクリル移転接着剤、４６８ＭＰの層を、室温（２３℃±２℃）で、発
泡体シートに貼り合わせる。外皮／コア／外皮という構造を所望の場合には、この作業を
発泡体コアの第２の側に対しても繰り返す。
【０２２９】
　電子線硬化性のプライマーを用いる場合には、Ｅｒｉｃｈｓｅｎ社より入手可能な１０
μｍらせん式アプリケータにより、発泡体コアを反応性のプライマー溶液でコーティング
する。次に感圧性接着剤アセンブリの試料を、電子線照射に曝すが、これにより、発泡体
の構造体の架橋と、プライマー層の硬化とを同時に実現する。またこれにより、プライマ
ー層が非常に良好に発泡体コアに接着されることになる。
【０２３０】
　本明細書において用いられる電子線硬化性のプライマー（又は反応性プライマー）は、
電子線照射に曝される際に、架橋剤として機能する三官能性アクリレート（ＳＲ３５１）
と混練されている、反応性アクリレートモノマー（イソボルニルアクリレート）に溶解し
た変性塩素化ポリオレフィンを含む。プライマーの組成を下記の表２に示す。
【０２３１】
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【表２】

【０２３２】
　押出し成形オレフィン系ブロックコポリマー発泡体コア
　発泡体コアの一部（Ｅ１５～Ｅ１７）は、オレフィン系ブロックコポリマー系のもので
あるが、そのようなコアは、幅２５ｃｍの回転式ロッドダイ及び巻き取りステーションを
備える共回転式ツインスクリュー押出し機を用いて押出し成形され、シリコーン処理紙製
の剥離ライナー上にコーティングされる。ツインスクリュー押出し機は、Ｗｅｒｎｅｒ　
＆　Ｐｆｌｅｉｄｅｒｅｒ社（ドイツ国、Ｓｔｕｔｔｇａｒｔ）社製のＺＳＫ２５であり
、１１のヒートゾーンを有し、スクリューの直径は２５ｍｍ、かつＬ／Ｄ比（長さ／直径
）が４６である。押出し機の温度プロファイル及び押出し条件が、表３にまとめられてい
る。
【０２３３】
【表３】

【０２３４】
　スクリュー回転数は、３００ｒｐｍに設定した。Ｉｎｆｕｓｅ　９８０７は、Ｌｉｎｄ
ｅｎ　Ｆｅｅｄｅｒを用いて、ゾーンＺ１内でのスループット２ｋｇ／時で、ツインスク
リュー押出し機にフィードされる。次に炭化水素粘着付与剤、Ｅ１３０４が、重量測定振
動式フィーダー（Ｋ－ｔｒｏｎ社製、Ｋ－ＳＦＳ－２４）を用いて、２ｋｇ／時のスルー
プットでゾーンＺ２に添加される。次のステップにおいては、ポリイソブチレン可塑剤、
Ｏｐｐａｎｏｌ　Ｂ１０Ｎが、２０Ｌのドラム式アンローダー（Ｒｏｂａｔｃｈ社製、Ｒ
ＭＣ２０）を用いて、１ｋｇ／時のスループットでゾーンＺ４にフィードされる。次に架
橋剤、ＳＲ３５０が、蠕動ポンプを用いて、１８７．５ｇ／時のスループットでゾーンＺ
８に添加される。ゾーンＺ９では、膨張性微小球、ＥＭＳ　Ｆ１００Ｄが、体積測定ツイ
ンスクリューフィーダー（Ｋ－Ｔｒｏｎ社製、ＫＴ２０）を用いて、２００ｇ／時のスル
ープットで添加される。ガラスバブルが、体積測定ツインスクリューフィーダーを用いて
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、Ｅ１７の場合には６００ｇ／時でゾーンＺ９に添加され、Ｅ１６の場合には３００ｇ／
時でゾーンＺ８に添加される。膨張性微小球は、押出し機のスクリューにより即座に運ば
れ、押出しプロセスの最後に位置する回転式ロッドダイを通過した後になってのみ膨張し
うるが、その結果、発泡体コアが形成される。
【０２３５】
　押出し機とダイとの間で、接着剤の溶融物が、歯車ポンプ（１４０℃）により計量しな
がら、加熱したホース（１５０℃）を通じて送られるが、このホースは、押出し機とコー
ティング用ダイ（１５０℃）との接合部を形成するものである。
【０２３６】
　押し出された発泡体コアは、Ｐ９４により下塗りされ、アクリル移転接着材、４６８Ｍ
Ｐ（３Ｍドイツ社より市販）で両側から貼り付けられる前に、加速電圧２６５ｋＶの電子
線照射により架橋される。
【０２３７】
　感圧性接着剤アセンブリの調製例
　第１のステップにおいては、発泡体コアが先に述べたようにして製造される。合計で、
２２個の異なる発泡体コアを製造する。次に、これらの発泡体コアに対して、アクリル転
写テープが貼り付けられ、静的せん断試験及び剥離試験に必要な、外皮／コア、及び／又
は外皮／コア／外皮の、感圧性接着剤アセンブリを得る。
【０２３８】
　選択された発泡体コアの組成を、下記の表４～７に示す。表４は、まず加熱した混練機
を用いて混練し、次に加熱プレスにより発泡体コアシートを形成するブロモブチルゴムを
エラストマー材料として用いた発泡体コア（Ｅ１～Ｅ６及び比較例Ｃ１）を示す。表５は
、混練機／加熱プレス処理により組み立てられる、オレフィン系ブロックコポリマーをエ
ラストマー材料として用いる発泡体コア（Ｅ７～Ｅ１４）を示し、表６は、押出し処理に
より製造される、オレフィン系ブロックコポリマー系の試料（Ｅ１５～Ｅ１７）を示す。
表７は、スチレン系ブロックコポリマー系組成物の発泡体コア配合物（Ｅ１８～Ｅ２２）
を示す。
【０２３９】
　ブロモブチルゴム系発泡体の配合物は、表４に詳しく挙げられている。
【０２４０】
【表４】

【０２４１】
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【表５】

【０２４２】
【表６】

【０２４３】

【表７】

【０２４４】
　表８は、静的せん断試験及び９０°剥離試験に用いる、感圧性接着剤アセンブリの例の
概観を提供する。すべての感圧性接着剤アセンブリは、アクリル転写テープ、４６８ＭＰ
を、外皮層として用いている。
【０２４５】
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【表８】

【０２４６】
　試験結果：
　ＴＧＡ試験結果
　市販の発泡体を含む、複数の発泡体原材料及び発泡体コアに対して、熱重量測定分析（
ＴＧＡ）が実行される。結果を表９に示す。
【０２４７】
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【表９】

【０２４８】
　語尾の「－２０ｋＧｙ」及び「－１００ｋＧｙ」は、発泡体コアが、２０ｋＧｙ又は１
００ｋＧｙの照射量で電子線照射されたことを示すように意図されている。
【０２４９】
　オーブン気体放出結果
　オーブン気体放出試験は、選択された発泡体原材料が、低ＶＯＣ感圧性接着剤発泡体を
得るのに貢献するかどうかを、ラボ規模で素早く評価することを可能にするものである。
この試験の結果を表１０に、パーセント重量減少で示す。
【０２５０】
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【表１０】

【０２５１】
　粘着付与樹脂、Ｅｓｃｏｒｅｚ　５６１５（Ｅ５６１５）及びＥｓｃｏｒｅｚ　１３０
４（Ｅ１３０４）は、非常に良好な熱安定性を１６０℃で示す。逆に、Ｒｅｇａｌｉｔｅ
　９１００（Ｒ９１００）及びＲｅｇａｌｉｔｅ　１０９０（Ｒ１０９０）は、１６０℃
で大きな重量減少を示している。このように、１６０℃での重量減少は、原材料の熱安定
性の良好な指標となり、かつその原材料が、例えば、ホットメルト処理のような高温での
処理をされた場合にどのような挙動を示すかの良好な指標となる。ＳＩＳブロックコポリ
マー、Ｋｒａｔｏｎ　Ｄ１３４０及びＫｒａｔｏｎ　Ｄ１１６１は、このガス放出試験で
重量を獲得したことを示すが、これはイソプレンブロックの酸化によるものと考えられる
。
【０２５２】
　ＶＤＡの２７８試験結果
　ＶＤＡの２７８による測定が一部の発泡体コアシートと、比較例Ｃ１及びＣ２に対して
実行され、ＶＯＣ値及びＦＯＧ値を決定する。結果を表１１に示す。
【０２５３】
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【表１１】

【０２５４】
　気体放出量の小さい粘着付与剤及び可塑剤を用いて製造される発泡体コアは、非常に低
いＶＯＣ値（５００ｐｐｍ未満）を示す。
【０２５５】
　室温（ＲＴ）及び７０℃での、９０°剥離試験及び静的せん断（ＳＳ）試験の結果
　室温（ＲＴ）及び７０℃で実施した、さまざまな実施例の９０°剥離試験の結果及び性
的せん断試験の結果が表１２に示されている。
【０２５６】
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【表１２】



(46) JP 2016-529358 A 2016.9.23

10

20

30

40
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